
様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長 殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 令和7 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

項目 目標値 項目 目標値

  令和7年4月1日～令和8年3月31日

 事業の種類 D06 総合工事業

 事　業　場　の　名　称

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

 事 業 場 の 所 在 地

　　令和8年5月22日

広島県広島市中区大手町２－１１－
１０

株式会社　熊谷組　中四国支店

執行役員支店長　下川　智男

082-241-3226

  株式会社　熊谷組　中四国支店

  広島県広島市中区大手町２－１１－１０

別紙３のとおり別紙３のとおり

d031



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱
回収を行っ

た量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減
量した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理
した後の処
理委託量

⑩のうち優
良認定処理
業者への処
理委託量

⑩のうち再
生利用業者
への処理委

託量

⑩のうち熱
回収認定業
者への処理

委託量

⑩のうち熱
回収認定業
者以外の熱
回収を行う
業者への処
理委託量

8576.7 0 0 0 0 0 0 0 0 8576.7 8576.7 8576.7 0 0

0.25 0 0 0 0 0 0 0 0 0.25 0.25 0.25 0 0

29.83 0 0 0 0 0 0 0 0 29.83 8.86 29.83 0 0

2.4 0 0 0 0 0 0 0 0 2.4 0.3 2.4 0 0

50.12 0 0 0 0 0 0 0 0 50.12 16.67 50.12 0 0

0.42 0 0 0 0 0 0 0 0 0.42 0.42 0.42 0 0

11.86 0 0 0 0 0 0 0 0 11.86 7.23 10.73 0 0

13.27 0 0 0 0 0 0 0 0 13.27 11.47 13.27 0 0

1740.04 0 0 0 0 0 0 0 0 1740.04 1659.82 1735.9 0 0

2.63 0 0 0 0 0 0 0 0 2.63 0.86 0.86 0 0

4.59 0 0 0 0 0 0 0 0 4.59 4.29 0 0 0

0.05 0 0 0 0 0 0 0 0 0.05 0.05 0.05 0 0

10432.16 0 0 0 0 0 0 0 0 10432.16 10286.92 10420.53 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業
廃棄物の量

自ら中間処
理により減
量する産業
廃棄物の量

自ら再生利
用を行う産
業廃棄物の

量
（報告書項
目②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量
（報告書項
目③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行
う業者への
処理委託量

5232.77 0 0 0 0 5232.77 4474.8 5097.36 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

水銀使用製品

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

目標項目

エラー：赤色表示

石綿含有産業廃棄物



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長 殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

産業廃棄物処理計画書

②事　業　の　規　模

③従　 業　 員 　数

　令和8年5月22日

広島県広島市中区大手町２－１１－
１０

株式会社　熊谷組　中四国支店

執行役員支店長　下川　智男

082-241-3226

  株式会社　熊谷組　中四国支店

  広島県広島市中区大手町２－１１－１０

  令和8年4月1日～令和9年3月31日

  元請完成工事高　　１８１　億円（令和７年度）

  １８０　名　（令和８年４月１日現在）

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

別添１ 処理工程図のとおり

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類 D06 総合工事業

 事　業　場　の　名　称

 事 業 場 の 所 在 地

 計　　画　　期　　間



別紙１

令和7 年度）　実績量
令和8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

8576.7 7719.03 8576.7 7719.03 8576.7 7719.03 8576.7 7719.03 0 0 0 0

0.25 0.23 0.25 0.23 0.25 0.23 0.25 0.23 0 0 0 0

29.83 26.85 29.83 26.85 8.86 7.97 29.83 26.85 0 0 0 0

2.4 2.16 2.4 2.16 0.3 0.27 2.4 2.16 0 0 0 0

50.12 45.11 50.12 45.11 16.67 15 50.12 45.11 0 0 0 0

0.42 0.38 0.42 0.38 0.42 0.38 0.42 0.38 0 0 0 0

11.86 10.68 11.86 10.68 7.23 6.51 10.73 9.66 0 0 0 0

13.27 11.94 13.27 11.94 11.47 10.32 13.27 11.94 0 0 0 0

1740.04 1566.04 1740.04 1566.04 1659.82 1493.84 1735.9 1562.31 0 0 0 0

2.63 2.36 2.63 2.36 0.86 0.77 0.86 0.77 0 0 0 0

4.59 4.13 4.59 4.13 4.29 3.86 0 0 0 0 0 0

0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0 0 0 0

10432.16 9388.96 0 0 0 0 0 0 0 0 10432.16 9388.96 10286.92 9258.23 10420.53 9378.49 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

水銀使用製品

合計

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

石綿含有産業廃棄物

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

別添２ 管理体制図のとおり

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・ＩＳＯ１４００１に係る取り組みの中で廃棄物の適正処理に関
する
　教育を行っている。
・作業所業務においては協力業者を対象として新規入場時
教育等に
　より産業廃棄物の排出抑制ならびに分別の教育指導を
行っている。
・余剰資材の発生しない資材搬入管理を行う。

・今後も現状の取組みを維持して行く。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

・ 安定型産業廃棄物とそれ以外の廃棄物を分別する。
・ コンクリート破片、アスファルト･コンクリート破片、木くず、
　金属くず、紙くず（段ボール）については、分別を徹底する。
・ 現場作業員の生活系廃棄物（生ゴミ、新聞などの一般廃棄
物）
　は、直接工事から排出される廃棄物と分別する。

・今後も現状の取組みを維持して行く。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

・今後も現状の取組みを維持して行く。

・分別を徹底し混合廃棄物の発生を抑制する。
・アスファルトについては、再資源化施設を有する産業廃棄
物処理業者に
　処理を委託する。
・コンクリートについては、自社にて再利用を促進するととも
に、
　再利用できない場合は、再資源化施設を有する産業廃棄
物処理業者に
　処理を委託する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



別添１ 処理工程図
工種別の廃棄物

《準備・仮設工事》
(1) 伐開除根工事

 伐採材、除根材 ①
(2) 既設構造物撤去工事

 アスコン塊（舗装） ②
 コンクリート塊（擁壁等） ③
 ブロック等（２次製品） ④⑤

(3) 仮設工事
 番線、単管パイプ ⑨
 カラースプレーの空缶 ⑨
 電線 ⑨
 段ボール ⑩
 ブルーシート、土のう袋 ⑪
 発泡スチロール（梱包用） ⑪

《掘削・基礎工事》
丁張材、矢板 ①
杭頭はつりくず ③⑤
トン袋 ⑪
廃棄泥水、泥水混り掘削土 ⑫

《躯体工事》
さん木、ばた角 ①
型枠用合板 ①
ＡＬＣ版の端材 ④⑥
番線くず、鉄筋端材 ⑧
紙ボイド ⑩
プラ面木、プラ目地棒 ⑪

《建築工事》
(1) 仕上工事

 木工事の木くず ①
 コンクリートのはつりくず ③⑤
 タイル、陶器、ガラス ⑤
 ロックウール吸音板 ⑤⑦
 石膏ボードの端材 ⑧
 塗料空缶 ⑨
 軽鉄（軽量鉄骨下地） ⑨
 壁紙、クロス ⑪
 塗装工事の養生ビニール ⑪
 コーキング空きチューブ ⑪

(2) 設備・外構・屋根工事事
 Ｕ字溝、ブロック等の端材③④⑤
 ダクト端材 ⑨
 配管塩ビ端材 ⑪
 防水シート ⑪

《土木工事》
セグメントシール材 ⑪
廃棄泥水、泥水混り掘削土 ⑫
脱水ケーキ ⑫

《解体・改修工事》
廃石綿 ⑬
石綿含有建材 ⑭

《一般廃棄物》
飲料缶（スチール／アルミ） 事業ごみ(一般廃棄物）として、各自治体の指導に基づいて処分
新聞紙、コピー用紙
コンビニ弁当箱、ペットボトル

再生紙等

木質系建材等
①木くず

②アスコンがら

木質燃料等

製紙企業

建材製造企業

燃料製造企業

再生アスコン

再生砕石③コンクリートが

合材販売企業

収集運搬 処分

焼却処分

販売 製造 販売

各種原料等原料製造企業

⑥ALC板

⑦ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板

⑧石こうボード

建設資材原料等④その他がれき

埋立処分

⑤ｶﾞﾗｽ･陶磁器くず
ｺﾝｸﾘｰﾄくず

中間処理施設 各種原料等

埋立処分

原料製造企業

広域再生利用指定制 製造企業引取り 再生利用

中間処理施設 各種原料等

埋立処分

原料製造企業

広域再生利用指定制 製造企業引取り 再生利用

⑨金属くず
中間処理施設 各種原料等

埋立処分

原料製造企業

古物商(専ら物の回 再生利用

⑩紙くず、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ
中間処理施設 各種原料等

焼却処分

原料製造企業

⑪廃プラスチック

類
中間処理施設 各種原料等

埋立処分

原料製造企業

焼却処分

⑫建設汚泥 中間処理施設 各種建設資材等

埋立処分

建設資材製造企業

⑬廃石綿 中間処理施設 各種建設資材等

溶解処分

建設資材製造企業

⑭石綿含有建材 中間処理施設 各種建設資材等建設資材製造企業

中間処理施設

中間処理施設

中間処理施設

中間処理施設

中間処理施設

埋立処分

広域再生利用指定制 製造企業引取り 再生利用

中間処理施設 各種原料等

埋立処分

原料製造企業

古物商(専ら物の回 再生利用

＜分別例＞

埋立処分

溶解処分

埋立処分



別添２ 管理体制図

土木部長、建築部長
が指名する担当者

支　　店
環境法規制管理者

作　業　所　長

作業所長が指名する担当者

本　社
土木事業本部
建築事業本部

本　社
品質環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ室（連絡／協議）

支　店　長

支　　店
土木部長、建築部長

支　　店
品質環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ室長

（連絡／協議）



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は

海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日から令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-293-8500

 事　業　場　の　名　称 株式会社　栗本

令和7

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年6月29日

広島市西区南観音7丁目14番20号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市西区南観音7丁目14番20号

株式会社　栗本

代表取締役　前川拓也

別紙３のとおり

d032



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

2622.55 2622.55 2622.55

94.39 94.39 94.39

23.4 23.4 23.4

143.24 143.24 143.24

0.144 0.144 0.144

56.095 56.095 56.095

1.65 1.65 1.65

931.191 931.191 931.191

0.49 0.49 0.49

26.25 26.25 26.25

31.02 31.02 31.02

10.32 10.32 10.32

118.3 118.3 118.3

4059.04 0 0 0 0 0 0 0 0 4059.04 0 4059.04 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

3515 3515 3515

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

廃石膏ボード

建設混合（安定型）

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

塩化ビニル製建設資材

目標項目

エラー：赤色表示

石膏ボード

石綿含有建材



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

発生・分別(工事現場）　→　収集・運搬（運搬業者）
　→　処分（処分業者）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 株式会社　栗本

 事 業 場 の 所 在 地 広島市西区南観音7丁目14番20号

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日から令和9年3月31日

産業廃棄物処理計画書

令和8年6月29日

広島市西区南観音7丁目14番20号

株式会社　栗本

代表取締役　前川拓也

082-293-8500

②事　業　の　規　模 完成工事高　：　67億円（令和7年度）

③従　 業　 員 　数 75名

D06 総合工事業



別紙１

令和7 年度）　実績量
令和8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

2622.55 5280 2622.55 5280 2622.55 5280

94.39 150 94.39 150 94.39 150

23.4 70 23.4 70 23.4 70

143.24 200 143.24 200 143.24 200

0.144 2 0.144 2 0.144 2

56.095 90 56.095 90 56.095 90

1.65 70 1.65 70 1.65 70

931.191 1000 931.191 1000 931.191 1000

0.49 1 0.49 1 0.49 1

26.25 30 26.25 30 26.25 30

31.02 30 31.02 30 31.02 30

10.32 10 10.32 10 10.32 10

118.3 100 118.3 100 118.3 100

4059.04 7033 0 0 0 0 0 0 0 0 4059.04 7033 0 0 4059.04 7033 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

廃石膏ボード

建設混合（安定型）

合計

動物の死体

ばいじん

塩化ビニル製建設資材

石膏ボード

石綿含有建材

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・発生を抑制する為に発注者との協議で事前に確認を行う

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・発生を抑制する為に発注者と協議内容に基づき実施する。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・現在実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・今後も実施する計画はない。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・現在実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・今後も実施する計画はない。

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

・各現場にて種類ごとに分別する。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

・これまでと同様の取組みを行う。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・再生処理業者と適正な委託契約を締結している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・再生処理業者と適正な委託契約を締結する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・現在実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・今後も実施する計画はない。



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は

海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

2025年4月1日から2026年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-272-6006

 事　業　場　の　名　称 株式会社　桑原組

2025

職別工事業（設備工事業を除く）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年5月20日

広島市西区己斐本町3-17-24

 事 業 場 の 所 在 地 広島市西区己斐本町3-17-24

株式会社　桑原組

代表取締役　桑原　明夫

別紙３のとおり

d033



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 2025 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

123.76 123.76 63.04 63.04

2.76 2.76 2.76 2.76

97.17 97.17 75.69 97.17

0.12 0.12 0.12 0.12

0.23 0.23 0.23 0.23

66.12 66.12 55.12 55.12

17651.43 8441.4 8441.4 8441.4 9210.03 7100.6 9078.31

0.38 0.38 0.31

178.47 178.47 36.63

62.17 62.17 62.17 62.17

18182.61 0 0 8441.4 0 8441.4 0 8441.4 0 9741.21 7396.67 9358.92 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

15375 0 0 7059 0 8316 8316 8316 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

混合廃棄物

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

水銀使用製品産業廃棄物

目標項目

エラー：赤色表示

石綿含有産業廃棄物



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

産業廃棄物発生（工事現場）
↓
収集運搬（収集運搬業者）
↓
処分（処分業者）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 株式会社　桑原組

 事 業 場 の 所 在 地 広島市西区己斐本町3-17-24

 計　　画　　期　　間 2026年4月1日から2027年3月31日まで

産業廃棄物処理計画書

2026年5月20日

広島市西区己斐本町3-17-24

株式会社　桑原組

代表取締役　桑原　明夫

082-272-6006

②事　業　の　規　模 元請完成工事高　1,443,281,000円

③従　 業　 員 　数 48人

職別工事業（設備工事業除く）



別紙１

2025 年度）　実績量
2026 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

123.76 99 123.76 99 63.04 99 63.04 99

2.76 2 2.76 2 2.76 2 2.76 2

97.17 78 97.17 78 75.69 78 97.17 78

0.12 0.1 0.12 0.1 0.12 0.1 0.12 0.1

0.23 0.1 0.23 0.1 0.23 0.1 0.23 0.1

66.12 53 66.12 53 55.12 53 55.12 53

17654.43 14124 8441.4 7062 9210.03 7062 7100.6 7062 9078.31 7062

0.38 0.3 0.38 0.3 0.31 0.3

178.47 143 178.47 143 36.63 143

62.17 50 62.17 50 62.17 50 62.17 50

18185.61 14549.5 8441.4 7062 0 0 0 0 0 0 9741.21 7487.5 7396.67 7487.5 9358.92 7344.2 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

混合廃棄物

合計

動物の死体

ばいじん

水銀使用製品産業廃棄物

石綿含有産業廃棄物

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

必要量以上の取壊し作業等を抑制し、産業廃棄物量の抑制
を
図る。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後もこれまでと同様の抑制に関する取組みを行う。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

工事部

代表取締役

住空間創造事業部環境リスクマネジメント事業部

（現場）

現場責任者：廃棄物担当
湯来リサイクルパーク

（中間破砕処理施設）

環境部



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

産業廃棄物処理業開始（中間破砕処理施設設置）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

コンクリートがら中間処理（破砕）
再生砕石使用売却

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない。

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

コンクリートがら、アスファルト、木くず、廃プラスチック類等を
各現場にて種類ごとに分別。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

今後もこれまでと同様の抑制に関する取組みを行う。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、再生処理業と適正な委託契約を締結している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も、再生処理業者と適正な委託契約を締結する。
また、優良認定業者への委託も検討する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない。



様式第22号（第69条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

※事務処理欄

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

 事業の種類 総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日～令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

代表取締役　大畑憲一

082-888-8598

 事　業　場　の　名　称 有限会社　Ｋ・Ｌ・Ｓ

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安芸区矢野南1丁目16-13-703

年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第2項の規定により、 令和7

有限会社Ｋ・Ｌ・Ｓ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年6月12日

広島市安芸区矢野南1丁目16-13-703

条例別紙３のとおり

d034



条例別紙３
（条例-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った

量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

106.81 106.81 106.81

0.51 0.51 0.51

24.5 24.5 24.5

131.82 0 0 0 0 0 0 0 0 131.82 0 131.82 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

540 540

廃アルカリ

産業廃棄物の種類

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

動物のふん尿

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

合計

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

動物の死体

ばいじん



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

広島市安芸区船越南一丁目2番6号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安芸区船越南一丁目２番６号

株式会社　鴻治組

代表取締役　檜山　典英

　　2026年　　7月　　15日

 事業の種類

082-822-5211

 事　業　場　の　名　称 株式会社　鴻治組

2025

総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

2024年4月1日から2025年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

d035



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 2025 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

2860 2860 2860

90.4 90.4 90.4

32.4 32.4 32.4

174.3 174.3 174.3

34.5 34.5 34.5

12.5 12.5 12.5

2926.3 2926.3 2926.3

51.8 51.8 51.8

6182.2 0 0 0 0 0 0 0 0 6182.2 0 6182.2 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

3000

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

石綿含有廃棄物

目標項目

エラー：赤色表示

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず



様式第21号（第68条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

②事　業　の　規　模 令和7年度　工事完工高　　5,785,000千円

③従　 業　 員 　数 137名

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

がれき類（コンクリート殻・アスファルト殻）→再生処理業者に 委
託して再資源化 ＲＣ ＲＭ 再生土 改良土 再生合材として当社施工
作業所にて使用
木くず・紙くず→再生処理業者に委託してチップ（合材 燃料用）
として当社施工作業所にて使用
金属くず→再生処理業者に委託し再生材（鋼材）として再資源化 廃
プラすチック・ガラスくず・陶磁器くず→再生処理業者に委託 し
て、溶解・圧縮したものは再資源化、破砕したものは安定型処分場
で埋立
廃石膏ボード→再生処理業者に委託し破砕選別し石膏ボード原材料
として再資源化

産業廃棄物処理計画書

広島市安芸区船越南一丁目2番6号

株式会社　鴻治組

082-822-5211

代表取締役　檜山　典英

　　2026年　　7月　　15日

年度の

産業廃棄物の減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 株式会社　鴻治組

 事 業 場 の 所 在 地

 計　　画　　期　　間 令和7年4月１日から令和8年3月31日

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第1項の規定により、 2026

総合工事業

広島市安芸区船越南一丁目2番6号



条例別紙１

　　　　現状：前年度（ 2025 年度）実績量
　　　　計画：今年度（　 2026 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

2860 2300 2860 2300 2860 2300 2860 2300

90.4 60 90.4 60 90.4 60 90.4 60

32.4 30 32.4 30 32.4 30 32.4 30

174.3 100 174.3 100 174.3 100 174.3 100

34.5 30 34.5 30 34.5 30 34.5 30

12.5 10 12.5 10 12.5 10 12.5 10

2926.3 2000 2926.3 2000 2926.3 2000 2926.3 2000

51.8 30 51.5 30 51.8 30 51.8 30

6182.2 4560 0 0 0 0 0 0 0 0 6181.9 4560 6182.2 4560 6182.2 4560 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

金属くず

動物系固形不要物

再生利用業者への
処理委託量

自ら行う再生利用に関する事項

紙くず

木くず

繊維くず

廃アルカリ

廃プラスチック類

自ら行う中間処理に関する事項

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

合計

動物の死体

ばいじん

石綿含有廃棄物

ゴムくず

動植物性残さ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

（条例-産業廃棄物処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

汚泥

廃油

廃酸

産業廃棄物の種類

処理委託に関する事項自ら行う埋立処分等に関する事項

排出量
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

燃え殻

排出抑制に関する事項

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

廃棄物の種類



条例別紙２（条例-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の種類及
び
　　　分別に関する取組）



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長 殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 令和7 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は

海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

項目 目標値 項目 目標値

  令和7年4月1日～令和8年3月31日

 事業の種類 D06 総合工事業

 事　業　場　の　名　称

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

 事 業 場 の 所 在 地

　　令和8年6月29日

広島市東区曙3-3-19

広成建設株式会社　広島支店

取締役兼常務執行役員支店長　浦川　泰徳

082-264-2551

  広成建設株式会社　広島支店

  広島市東区曙3-3-19

別紙３のとおり別紙３のとおり

d036



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱
回収を行っ

た量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減
量した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理
した後の処
理委託量

⑩のうち優
良認定処理
業者への処
理委託量

⑩のうち再
生利用業者
への処理委

託量

⑩のうち熱
回収認定業
者への処理

委託量

⑩のうち熱
回収認定業
者以外の熱
回収を行う
業者への処
理委託量

4246.65 0 0 0 0 0 0 0 0 4246.65 4246.65 4246.65 0 0

0.36 0 0 0 0 0 0 0 0 0.36 0.36 0.36 0 0

264.57 0 0 0 0 0 0 0 0 264.57 20.2 264.57 0 0

56.01 0 0 0 0 0 0 0 0 56.01 0.15 56.01 0 0

1664.98 0 0 0 0 0 0 0 0 1664.98 177.76 1664.98 0 0

94.06 0 0 0 0 0 0 0 0 94.06 0 92.06 0 0

125.15 0 0 0 0 0 0 0 0 125.15 0.05 125.15 0 0

8277.79 0 0 0 0 0 0 0 0 8277.79 1528.83 8269.78 0 0

0.26 0 0 0 0 0 0 0 0 0.26 0 0.26 0 0

48.1 0 0 0 0 0 0 0 0 48.1 0 0 0 0

0.02 0 0 0 0 0 0 0 0 0.02 0.02 0.02 0 0

14777.95 0 0 0 0 0 0 0 0 14777.95 5974.02 14719.84 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業
廃棄物の量

自ら中間処
理により減
量する産業
廃棄物の量

自ら再生利
用を行う産
業廃棄物の

量
（報告書項
目②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量
（報告書項
目③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行
う業者への
処理委託量

16893.76 0 0 0 0 16893.76 4482.01 15988.25 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

水銀使用製品

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

目標項目

エラー：赤色表示

石綿含有産業廃棄物



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長 殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

産業廃棄物処理計画書

②事　業　の　規　模

③従　 業　 員 　数

　令和8年6月29日

広島市東区曙3-3-19

広成建設株式会社　広島支店

取締役兼常務執行役員支店長　浦川　泰徳

082-264-2551

  広成建設株式会社　広島支店

  広島市東区曙3-3-19

  令和8年4月1日～令和9年3月31日

  23,399,118千円

  296名

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

別添１ 処理工程図のとおり

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類 D06 総合工事業

 事　業　場　の　名　称

 事 業 場 の 所 在 地

 計　　画　　期　　間



別紙１

令和7 年度）　実績量
令和8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

4246.65 3821.99 4246.65 3821.99 4246.65 3821.99 4246.65 3821.99 0 0 0 0

0.36 0.32 0.36 0.32 0.36 0.32 0.36 0.32 0 0 0 0

264.57 238.11 264.57 238.11 20.2 18.18 264.57 238.11 0 0 0 0

56.01 50.41 56.01 50.41 0.15 0.14 56.01 50.41 0 0 0 0

1664.98 1498.48 1664.98 1498.48 177.76 159.98 1664.98 1498.48 0 0 0 0

94.06 84.65 94.06 84.65 0 0 92.06 82.85 0 0 0 0

125.15 112.64 125.15 112.64 0.05 0.05 125.15 112.64 0 0 0 0

8277.79 7450.01 8277.79 7450.01 1528.83 1375.95 8269.78 7442.8 0 0 0 0

0.26 0.23 0.26 0.23 0 0 0.26 0.23 0 0 0 0

48.1 43.29 48.1 43.29 0 0 0 0 0 0 0 0

0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0 0 0 0

14777.95 13300.15 0 0 0 0 0 0 0 0 14777.95 13300.15 5974.02 5376.63 14719.84 13247.85 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

水銀使用製品

合計

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

石綿含有産業廃棄物

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

別添２ 管理体制図のとおり

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

必要量以上の取り壊し作業等を抑制し廃棄物量抑制を図
る。

これまでと同等に抑制に取り組みを行う。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

現在、実施してない。

今後も実施する計画はない。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

コンクリート殻、アスファルト殻、木くず、廃プラスチック類等を
各工事現場で適正に分類する。

今後も同様の取り組みを行う。

現在、実施してない。

今後も実施する計画はない。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

現在、再生処理業者と適切な委託契約書を締結している。

現在、実施してない。

今後も実施する計画はない。

現在、再生処理業者と適切な委託契約書を締結している。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



別添１ 処理工程図

・建設工事現場⇒

収集運搬業者及び処理業者[廃プラスチック類、繊維くず、廃石膏ボード、建設混合廃棄物、石綿含有産業廃棄物]

・建設工事現場⇒

収集運搬業者及び再生処理業者[木くず、金属くず、がれき類]



別添２ 管理体制図

組織の名称

組織の役割

組織体制

委員長の業務

委員の業務 ・廃棄物処理計画書の策定
・廃棄物の問状況の把握
・運搬業者、処理業者、再生利用業者の把握
・廃棄物管理票の交付
・監督官庁への各種報告
・社員、協力業者等への教育の実施
・各作業所に対しての情報提供、支援、指導の実施

委員長
支店長

副委員長
副支店長

部門責任者 部門責任者 部門責任者
土木部長 建築部長 線路部長

環境管理責任者 環境管理責任者 環境管理責任者
作業所長 作業所長 作業所長

・地球環境委員会

・産業廃棄物の適正な管理
・再資源化の推進

・委員長　⇒　支店長　
・委　員　⇒　副支店長、総務部長、各担当部課長、作業所長　
・事務局　⇒　総務部

・支店における産業廃棄物の処理方法の策定・改定
・委託契約書の締結
・廃棄物処理方法の策定
・廃棄物処理に関する承認事項



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長 殿

提出者

住所 広島市中区八丁堀２番３１号

氏名 株式会社 鴻池組　広島支店

執行役員支店長　大本 一城

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 082-228-1161

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区八丁堀２番３１号

令和 ８年　６月３０日

 事業の種類

 事　業　場　の　名　称 株式会社 鴻池組　広島支店

令和７

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月31日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

d037



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処
分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の
残さ量

自ら中間処
理により減量
した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した
量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した
量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理
委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理
委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託
量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委
託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委
託量

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

850.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 850.00 220.00 630.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

79.60 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 79.60 0.00 79.60 0.00 0.00

19.80 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 19.80 0.00 19.80 0.00 0.00

566.80 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 566.80 0.00 566.80 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

4.50 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 4.50 0.00 4.50 0.00 0.00

30.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 30.00 0.00 30.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

656.40 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 656.40 348.54 307.86 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

1,353.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1,353.00 225.48 1,127.52 0.00 0.00

327.30 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 327.30 0.00 327.30 0.00 0.00

4.50 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 4.50 0.00 4.50 0.00 0.00

16.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 16.00 0.00 16.00 0.00 0.00

8.80 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 8.80 0.00 8.80 0.00 0.00

18.48 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 18.48 0.00 18.48 0.00 0.00

4.74 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 4.74 0.00 4.74 0.00 0.00

3939.92 0 0 0 0 0 0 0 0 3939.92 794.02 3145.9 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃
棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目
②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量
（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理
委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

6,022.50 0.00 0.00 0.00 0.00 6,022.50 2,990.48 3,032.02 0.00 0.00前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示

コンクリートがら

アスファルトがら

廃石膏ボード

安定型混合廃棄物

管理型混合廃棄物

廃蛍光灯

その他がれき（石綿含有廃棄物）

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

鉱さい

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長 殿

提出者

住所 広島市中区八丁堀２番３１号

氏名 株式会社 鴻池組　広島支店

執行役員支店長　大本 一城

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 082-228-1161

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

工事事務所毎に産業廃棄物処理委託契約書を収集運搬業者、産業廃
棄物処理（中間・最終）業者と各々締結し、産業廃棄物の種類毎に
マニフェストを発行し、処理を委託する。
委託した産業廃棄物は、中間処理施設を経て、リサイクル又は最終
埋立処分が行われる。
中間処理施設と最終処分場との委託契約及びマニフェストの発票
は、中間処理業者が行っている。

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 株式会社 鴻池組　広島支店

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区八丁堀２番３１号

 計　　画　　期　　間 令和 8年 4月 1日～令和 9年 3月31日

産業廃棄物処理計画書

令和 ８年　６月３０日

②事　業　の　規　模 13,491百万円（令和７年１月～１２月の完工高）

③従　 業　 員 　数 ８６名

D06 総合工事業



別紙１

令和７ 年度）　実績量
令和８ 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

850.00 850.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 850.00 850.00 220.00 0.00 630.00 850.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

79.60 80.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 79.60 80.00 0.00 0.00 79.60 80.00 0.00 0.00 0.00 0.00

19.80 20.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 19.80 20.00 0.00 0.00 19.80 20.00 0.00 0.00 0.00 0.00

566.80 567.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 566.80 567.00 0.00 0.00 566.80 567.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

4.50 5.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 4.50 5.00 0.00 0.00 4.50 5.00 0.00 0.00 0.00 0.00

30.00 30.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 30.00 30.00 0.00 0.00 30.00 30.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

656.40 656.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 656.40 656.00 348.54 0.00 307.86 656.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

1,353.00 1,355.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1,353.00 1,355.00 225.48 0.00 1,127.52 1,355.00 0.00 0.00 0.00 0.00

327.30 327.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 327.30 327.00 0.00 0.00 327.30 327.00 0.00 0.00 0.00 0.00

4.50 5.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 4.50 5.00 0.00 0.00 4.50 5.00 0.00 0.00 0.00 0.00

16.00 16.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 16.00 16.00 0.00 0.00 16.00 16.00 0.00 0.00 0.00 0.00

8.80 9.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 8.80 9.00 0.00 0.00 8.80 9.00 0.00 0.00 0.00 0.00

18.48 5.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 18.48 5.00 0.00 0.00 18.48 5.00 0.00 0.00 0.00 0.00

4.74 5.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 4.74 5.00 0.00 0.00 4.74 5.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

3,939.92 3,930.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3,939.92 3,930.00 794.02 0.00 3,145.90 3,930.00 0.00 0.00 0.00 0.00

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

がれき類（石綿含有廃棄物）

合計

動物の死体

ばいじん

コンクリートがら

アスファルトがら

廃石膏ボード

安定型混合廃棄物

管理型混合廃棄物

廃蛍光灯

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

シート名「2026.1.1《機構図》」を参照してください

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・省梱包、無梱包の依頼・再利用可能な梱包材の使用依
頼・工事事務所での加工を減らし、工場で加工させ端材の
発生抑制をする・木製型枠の替わりにメタル型枠等を使用
する・工法を検討し、極力産業廃棄物が発生しない工法の
採用を施主に提案する

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・これまでの取り組みをさらに推進する

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

ありません

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

ありません

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

ありません

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

ありません

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

がれき類、金属くず、紙くず、繊維くず、石膏ボード、廃プラ
スチック類、石綿含有建材等をボックスにより分別を実施し
ている

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

上記に加え可能な限り分別を行うが、工事事務所の敷地に
より分別品目に制限が発生する場合もある



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

リサイクル率の高い処分会社へ委託する

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

上記の取組みの継続

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

ありません

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

ありません



関係書類-①

2026.1.1 改定

【本社機構】

【●●本支店機構】

※1  《　　》は、労働安全衛生法に基づく選任要件により責任者等の

 選任と委員会等の組織を設置する

※2  設備エンジニアリング部長・メカトロニクスセンター所長は、大

 阪本店及び東京本店のみ

※3  広島支店及び山陰支店には、土木部長はいない〈大阪本店土木部

 長が管轄する〉

※4  工事部長及び統括所長を選任していない本支店もある

協力会社
（関係請負人）

《店社安全衛生管理者》

工事事務所長
《統括安全衛生責任者》

安全衛生・環境協議会

現場KOHSMS責任者・管理者
現場KOHSMS実施責任者 《安全管理者》《衛生管理者》

《安全衛生推進者》《産業医》

《元方安全衛生管理者》

土木部門KOHSMS管理者
土木部門KOHSMS実施責任者

松田 佳明

総括KOHSMS管理者
総括KOHSMS実施責任者

荒砂 厚司

管理部門KOHSMS管理者
管理部門KOHSMS実施責任者

飯田 太郎

建築部門KOHSMS管理者
建築部門KOHSMS実施責任者

池上 信太郎・杉田 崇

工事部長・統括所長 店社KOHSMS事務局 メカトロニクスセンター所長
東 幸生

工事部長・統括所長

《店社安全衛生管理者》 安全環境部

土木部長 安全環境部長 総務部長
建築部長

設備エンジニアリング部長

KOHSMS事務局

安全環境部

東・西日本所管長
川口 昭則

本支店長

本支店安全衛生最高責任者
本支店KOHSMS最高責任者

大本 一城

本支店ＥＳＧ推進委員会
〈旧：安全衛生・環境委員会〉

安全衛生協力会
《安全管理者》《衛生管理者》

《産業医》

土木部長 安全環境部長 総務部長・人事部長 建築部長

土木部門KOHSMS管理者
土木部門KOHSMS実施責任者

大西　賢二

管理部門KOHSMS管理者
管理部門KOHSMS実施責任者

安全：岡　森彦

管理部門KOHSMS管理者
管理部門KOHSMS実施責任者

総務：石丸　敬人
人事：村松　恒次

建築部門KOHSMS管理者
建築部門KOHSMS実施責任者

鎌田　克明

土木工務管理本部長 管理本部長 建築工務管理本部長

土木部門安全衛生担当役員
土木部門KOHSMS責任者

大桑　宗一郎

管理部門安全衛生担当役員
管理部門KOHSMS責任者

鈴木　善教

建築部門安全衛生担当役員
建築部門KOHSMS責任者

鎌田　克明

土木事業総轄本部長 経営管理総轄本部長 建築事業総轄本部長

土木部門安全衛生責任者
土木部門KOHSMS総括責任者

大桑　宗一郎

管理部門安全衛生責任者
管理部門KOHSMS総括責任者

池邉　賢一

建築部門安全衛生責任者
建築部門KOHSMS総括責任者

鎌田　克明

鴻池組安全衛生協力会
《安全管理者》《衛生管理者》

《産業医》

㈱鴻池組安全衛生管理組織機構図

取締役社長

安全衛生最高責任者
KOHSMS最高責任者

渡津　弘己

ＥＳＧ推進委員会
〈旧：中央安全衛生・環境会議〉



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和　7年4月1日～令和　8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-511-7905

 事　業　場　の　名　称 五洋建設㈱中国支店

令和 7

(D 06) 総合工事業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

広島市中区上八丁堀４－１

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市中区上八丁堀４－１

五洋建設㈱中国支店

常務執行役員支店長　谷川　純一

令和　8年　6月　10日

別紙３のとおり

d038



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和　７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

9440 9440 9440 9440

181 181 181 181

28 28 28 28

104 104 98 104

1 1 1 1

6 6 6 6

212 212 212 212

42567 42567 24318 42567

77 77 75 77

52616 0 0 0 0 0 0 0 0 52616 34359 52616 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

47085 47085 38356 47085

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

目標項目

エラー：赤色表示



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

別紙２のとおり

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 五洋建設㈱中国支店

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市中区上八丁堀４－１

 計　　画　　期　　間 令和 8年4月1日～令和　9年3月31日

産業廃棄物処理計画書

広島市中区上八丁堀４－１

五洋建設㈱中国支店

常務執行役員支店長　谷川　純一

令和　8年　6月　10日

082-511-7905

②事　業　の　規　模  元請完成工事高　　1,598,000 （千円）

③従　 業　 員 　数  211名　（令和　8年 4月 1日　中国支店）

  (D 06) 総合工事業



別紙１

令和　7 年度）　実績量
令和　8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

9440 3587 9440 3587 9440 3587 9440 3587

181 69 181 69 181 69 181 69

28 11 28 11 28 11 28 11

104 40 104 40 98 37 104 40

1 1 1 1 1 1 1 1

6 2 6 2 6 2 6 2

212 81 212 81 212 81 212 81

42567 16175 42567 16175 24318 9241 42567 16175

77 29 77 29 75 29 77 29

52616 19995 0 0 0 0 0 0 0 0 52616 19995 34359 13058 52616 19995 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

合計

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

廃棄物の種類



 

別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書） 

 

 

１ 当該事業場において行っている事業に関する事項 

①事業の種類 総合工事業 

②事業の規模 元請完成工事高 1,598,000 （千円） 

③従業員数 211名  （令和 8年 4月 1日 中国支店）  

④産業廃棄物の 

一連の処理の工程 

① 産業廃棄物発生（工事現場） 

    ↓ 

② 収集・運搬（運搬業者） 

   ↓  

③ 処分（処理業者）→ 破砕→再生（再生できないものは埋立） 

 

２ 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等，別紙を参照） 

 

  別紙３（管理組織図）のとおり 

 

３ 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

現状 
（これまでに実施した取組） 

工事着手前の検討会等を通じて検討を行い、産業廃棄物の抑制を図る。 

計画 
（今後実施する予定の取組） 

今後もこれまでと同様の抑制に関する取組を行う。 

 

４ 産業廃棄物の分別に関する事項 

現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

コンクリート殻、アスファルト・コンクリート殻、木くず、廃プラスチック

等各現場にて可能な限り分別に努めている。 

計画 
（今後，分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

今後もこれまでと同様の取組を行う。 

 

５ 自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

現状 
（これまでに実施した取組） 

現在、実施していない。 

計画 
（今後実施する予定の取組） 

今後も実施する計画はない。 



６ 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

現状 
（これまでに実施した取組） 

現在、実施していない。 

計画 
（今後実施する予定の取組） 

今後も実施する計画はない。 

 

７ 自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

現状 
（これまでに実施した取組） 

現在、実施していない。 

計画 
（今後実施する予定の取組） 

今後も実施する計画はない。 

 

８ 産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

現状 

（これまでに実施した取組） 

事前に委託業者の適切性を確認し、委託契約を締結している。 

 

計画 

（今後実施する予定の取組） 

今後も、適正な委託契約を締結する。 

また，可能な限り電子マニフェストの対応及び優良認定処理業者へ委託をす

る。 

  

 



本
社

①建設廃棄物の適正処理の推進の関 ①法令改正、指導内容等の周知 ①建設廃棄物の適正処理の推進

　する業務の統括及び指導 ②教育・指導（ﾏﾆｭｱﾙ等の作成） 　に関する業務の統括及び指導

②指定副産物及び再生資源の利用促 ③本社管理組織間の調整 ②指定副産物及び再生資源の利

　進に関する業務の統括及び指導 　用促進に関する業務の統括及　

　び指導

①「建設廃棄物処理計画書」の事前検討 ①法令改正、指導内容等の周知 ①「建設廃棄物処理計画書」の事前検討

②監督官庁との連絡調整 ②処理状況の点検と教育・指導 ②監督官庁との連絡調整

③処理業者の調査と選定の指導 ③支店管理組織間の調整 ③処理業者の調整と選定の指導

④委託契約の締結 ④「建設廃棄物処理計画書」の検討 ④委託契約の締結

⑤処理状況の点検・指導 ⑤産業廃棄物適正処理パトロール ⑤処理状況の点検・指導

⑥処理実績の集計 ⑥産業廃棄物処理委託契約状況の確認 ⑥処理実績の集計

⑦関係書類の保存 ⑦マニフェスト発行状況の確認 ⑦関係書類の保存

⑧現場間における再生資源の有効利用の ⑧支店全体の建廃の処理実績の集計 ⑧現場間における再生資源の有効利用の

　連絡調整 　連絡調整

①「建設廃棄物処理計画書」の作成

②発注者及び監督官庁への対応

③発生量の抑制、再生利用等減量化の計画的な推進

④個別契約の締結

⑤処理状況の確認

　　（マニフェストの発行、照合、確認及び現地確認等）

⑥「紙マニフェスト・建設発生土等処理実績報告書」の提出

⑦処理業者、協力業者の監督、指導

⑧建廃の現場内での適正保管

⑨自己（自社）処理建廃の適正な管理と処理

⑩指定副産物及び再生資源の利用促進

⑪指定副産物及び再生資源の利用促進報告書の提出

⑫工事終了後の関係書類を担当部へ提出

者

建設廃棄物処理管理組織図

所

処
理
業

工
事

本

社

収集・運搬業者

土  木  部  長

土  木  部

工  事  所  長

支

店

事
業
場

事
務

処分業者 協力業者

（廃棄物処理責任者） （廃棄物処理責任者）

土  木  本  部 建  築  本  部

建築部

安全品質環境本部

社　　　長

安全環境担当役員

（廃棄物処理統括責任者）

工  事  所  長

建 築 本 部 長安全品質環境本部長

支  店  長

安全品質環境部長

安全品質環境部

建  築  部  長

土 木 本 部 長

（廃棄物処理統括責任者）



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日～令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-923-1166

 事　業　場　の　名　称 有限会社　佐々木組

令和7

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　令和8　年　6　月　27　日

広島市佐伯区五日市中央7-4-25

 事 業 場 の 所 在 地 広島市佐伯区五日市中央7-4-25

代表取締役　佐々木　義夫

別紙３のとおり

d039



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

27.55 27.55 27.55

70.95 70.95 70.95

15.4 15.4 15.4

1725.428 1725.428 1725.428

1839.328 0 0 0 0 0 0 0 0 1839.328 0 1839.328 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

605 0 0 0 0 0 0 605 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

 計　　画　　期　　間 令和7年4月1日～令和8年3月31日

産業廃棄物処理計画書

　令和8　年6　　月　27　日

広島市佐伯区五日市中央7-4-25

有限会社　佐々木組

代表取締役　佐々木　義夫

082-923-1166

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

 事　業　場　の　名　称 有限会社　佐々木組

 事 業 場 の 所 在 地 広島市佐伯区五日市中央7-4-25

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

産廃発生（各工事現場）⇒収集・運搬⇒処分（処分業者）

①事　業　の　種　類 D06 総合工事業

②事　業　の　規　模 R７年度売上高　985,339,821

③従　 業　 員 　数 19人



別紙１

令和7 年度）　実績量
令和8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

27.55 100 27.55 100 27.55 100

70.95 50 70.95 50 70.95 50

15.4 10 15.4 10 15.4 10

1725.428 500 1725.428 500 1725.428 500

1839.328 660 0 0 0 0 0 0 0 0 1839.328 660 0 0 1839.328 660 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

合計

動物の死体

ばいじん

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

本社

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

管理体制図

各現場 各現場 各現場

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

ロスを軽減し、廃棄物排出の抑制及び再資源化に努めてい
る。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今迄通り、廃棄物排出の抑制及び再資源化に努める。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

代表取締役（廃棄物担当役員）

産廃書類関係担当（総務）



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

作業所ごとに発生する全ての廃棄物を、分別回収の箱・袋
の表示を明確にし、確実に分別する。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃棄物
の種類及び分別に関する取組）

引き続き現状の取り組みを続ける。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

実施なし

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

実施なし



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

実施なし

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

適切な処分業者と適切な契約で委託している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

現状通り、適正な委託を行う。



様式第22号（第69条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

株式会社三栄建設

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 8年 4月10日

広島市東区光が丘１４番１５号

代表取締役　濱﨑直樹

０８２－２６４－３９２４

 事　業　場　の　名　称 株式会社三栄建設

 事 業 場 の 所 在 地 広島市東区光が丘１４番１５号

年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第2項の規定により、 令和　7

 事業の種類 総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日～令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

排出量 全処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

※事務処理欄

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

条例別紙３のとおり

d040



条例別紙３
（条例-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和 7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った

量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

1 1 1

2 2 2

349 349 349

352 0 0 0 0 0 0 0 0 352 0 352 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

502 502 502

合計

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

動物の死体

ばいじん

動物のふん尿

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

廃アルカリ

産業廃棄物の種類

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和 　　　　7 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は

海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日から令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類 総合工事業

（０８２）２８０－１４６４

 事　業　場　の　名　称 有限会社　サン・エス

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年5月22日

広島市東区温品２丁目24-29

 事 業 場 の 所 在 地 広島市東区温品２丁目２４－２９

有限会社　サン・エス

代表取締役　坂本雅彦

別紙３のとおり

d041



別紙３
（条例-廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

10.472 10.472 10.472 10.472

278.589 278.589 85.789 278.589

0.560 0.560 0.560 0.560

11.278 11.278 11.278 11.278

219.703 219.703 15.703 0.000

4.800 4.800 4.800 4.800

2.000 2.000 0.000 0.000

459.743 459.743 135.743 459.743

52.610 52.610 19.000 52.610

1039.755 0 0 0 0 0 0 0 0 1,039.755 283.345 818.052 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

1652.32 1652.32 239.32 1342.12

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・陶磁器くず

鉱さい

コンクリートガラ

アスファルトガラ

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

廃石膏ボード

目標項目

エラー：赤色表示

石綿含有産業廃棄物



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（０８２）２８０－１４６４

②事　業　の　規　模 受注高　約１１６，４００，０００円

③従　 業　 員 　数 ２名

産業廃棄物処理計画書

令和8年5月22日

広島市東区温品２丁目２４－２９

有限会社　サン・エス

代表取締役　坂本雅彦

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

産業廃棄物発生（現場）→収集・運搬（収集運搬業者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→処分（処分業者）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類 総合工事業

 事　業　場　の　名　称 有限会社　サン・エス

 事 業 場 の 所 在 地 広島市東区温品２丁目２４－２９

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日から令和９年３月３１日



別紙１

7 年度）　実績量
8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

10.472 10 10.472 10 10.472 10 10.472 10

278.589 250 278.589 250 85.789 100 278.589 250

0.560 0.5 0.560 0.5 0.560 0.5 0.560 0.5

11.278 10 11.278 10 11.278 10 11.278 10

219.703 200 219.703 200 15.703 20 0.000 0

4.800 4 4.800 4 4.800 4 4.800 4

2.000 1.5 2.000 1.5 0.000 0 0.000 0

459.743 430 459.743 430 135.743 140 459.743 430

52.610 50 52.610 50 19.000 20 52.610 50

1,039.755 956 0 0 0 0 0 0 0 0 1,039.755 956 283.345 304.5 818.052 754.5 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

コンクリートガラ

アスファルトガラ

合計

動物の死体

ばいじん

廃石膏ボード

石綿含有産業廃棄物

ガラスくず・陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（令和
現状：前年度（令和

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回

収
を行う業者への処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　必要以上の取壊し作業等を抑制し、産業廃棄物量の
抑制を図る。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後もこれまでと同様の抑制に関する取組を行う。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

代表取締役（廃棄物担当役員）

総務部 工務部

現場責任者：廃棄物担当

（現場代理人）
現場責任者：廃棄物担当

（現場代理人）

現場



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

コンクリートがら、アスファルトがら、木くず、廃プラスチック、
廃石膏ボード等各現場にて種類ごとに分別。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

今後もこれまでと同様の取組を行う。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、再生処理業者と適正な委託契約を締結している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も、再生処理業者と適正な委託契約を締結する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない。



様式第22号（第69条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

※事務処理欄

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

 事業の種類

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年4月1日から令和８年3月31日まで

項目 目標値 項目 目標値

D08 設備工事業

代表取締役社長　名古屋　和宏

03-6367-7065

 事　業　場　の　名　称 広島市内各所の工事現場

 事 業 場 の 所 在 地 東京都中央区明石町8-1

年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第2項の規定により、 令和７

三機工業株式会社

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

東京都中央区明石町８－１

令和８年　６月　　日

条例別紙３のとおり

d042



条例別紙３
（条例-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った

量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

56.4 56.4 51.6

23.2 23.2 20.3

11.7 11.7 11.7

524 524 502.3

125.3 125.3 119.1

18.2 18.2 16.7

12.6 12.6 12.4

771.4 0 0 0 0 0 0 0 0 771.4 734.1 0 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

875.1924 875.1924 32.7834

廃アルカリ

産業廃棄物の種類

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

動物のふん尿

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

合計

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

動物の死体

ばいじん

石綿含有産業廃棄物



様式第21号（第68条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

広島市内の各現場

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

②事　業　の　規　模 元請完成工事高 264百万円（税込）（前年度実績：広島市分）

③従　 業　 員 　数 2,311名（2026年4月1日時点。全社分）

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

金属くず→選別、圧縮、破砕、埋立
ガラス陶磁器等くず→選別、破砕、埋立
がれき類→破砕→埋立

産業廃棄物処理計画書

東京都中央区明石町８－１

三機工業株式会社

03-6367-7065

代表取締役社長　名古屋　和宏

令和８年　６月　　日

年度の

産業廃棄物の減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 広島市内各所

 事 業 場 の 所 在 地

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第1項の規定により、 令和８

D08 設備工事業



条例別紙１

　　　　現状：前年度（ 令和７ 年度）実績量
　　　　計画：今年度（　 令和８ 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

56.4 50.8 56.4 50.8 51.6 46.4

23.2 20.9 23.2 20.9 20.3 18.3

11.7 10.5 11.7 10.5 11.7 10.5

524 471.6 524 471.6 502.3 452.1

125.3 112.8 125.3 112.8 119.1 107.2

18.2 16.4 18.2 16.4 16.7 15

12.6 11.3 12.6 11.3 12.4 11.2

771.4 694.3 0 0 0 0 0 0 0 0 771.4 694.3 734.1 660.7 0 0 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

金属くず

動物系固形不要物

再生利用業者への
処理委託量

自ら行う再生利用に関する事項

紙くず

木くず

繊維くず

廃アルカリ

廃プラスチック類

自ら行う中間処理に関する事項

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

合計

動物の死体

ばいじん

石綿含有産業廃棄物

ゴムくず

動植物性残さ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

（条例-産業廃棄物処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

汚泥

廃油

廃酸

産業廃棄物の種類

処理委託に関する事項自ら行う埋立処分等に関する事項

排出量
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

燃え殻

排出抑制に関する事項

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

廃棄物の種類



条例別紙２（条例-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

別添「三機工業㈱産業廃棄物管理体制」のとおり

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・廃棄物の分別回収と有償売却による再資源化の推進
・簡易梱包や無梱包の推進
・端材のリサイクル推進（鉄・銅など）
・社員教育
・産業廃棄物発生抑制

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

上記の取り組みの継続と社員教育の充実

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

継続して排出現場にて種類ごとに分別する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の種類及
び
　　　分別に関する取組）

排出現場にて種類ごとに分別している。
種類ごとに収集運搬業者にて収集をしている。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）





様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日から令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-232-6471

 事　業　場　の　名　称 山陽工業株式会社

7

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　　令和8年　6月　30日

広島市中区十日市町1丁目1番9号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区十日市町1丁目1番9号

山陽工業株式会社

代表取締役　鈴江　克彦

別紙３のとおり

d043



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

1382.32 1382.32 1382.32

145.04 145.04 145.04

1.44 1.44 1.44

366.795 366.795 366.795

0.096 0.096 0.096

19.21 19.21 19.21

1.16 1.16 1.16

1277.986 1277.986 1277.986

29.32 29.32 29.32

76.05 76.05 76.05

蛍光灯 0.007 0.007 0.007

3299.424 0 0 0 0 0 0 0 0 3299.424 0 3299.424 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

3536 3536 3536

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

石膏ボード

目標項目

エラー：赤色表示

混合廃棄物



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

産業廃棄物（工事現場）→収集・運搬→処分（処理業者）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 山陽工業株式会社

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区十日市町1丁目1番9号

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日から令和9年3月31日

産業廃棄物処理計画書

　　令和8年　6月　30日

広島市中区十日市町1丁目1番9号

山陽工業株式会社

代表取締役　鈴江　克彦

082-232-6471

②事　業　の　規　模 売上高￥4,265,000,000

③従　 業　 員 　数 77名

D06 総合工事業



別紙１

6 年度）　実績量
7 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

1382.32 1244.088 1382.32 1244.088 1382.32 1244.088

145.04 130.536 145.04 130.536 145.04 130.536

1.44 1.296 1.44 1.296 1.44 1.296

366.795 330.1155 366.795 330.1155 366.795 330.1155

0.096 0.0864 0.096 0.0864 0.096 0.0864

19.21 17.289 19.21 17.289 19.21 17.289

1.16 1.044 1.16 1.044 1.16 1.044

1277.986 1150.1874 1277.986 1150.1874 1277.986 1150.1874

29.32 26.388 29.32 26.388 29.32 26.388

76.05 68.445 76.05 68.445 76.05 68.445

0.007 0.0063 0.007 0.0063 0.007 0.0063

3299.424 2969.4816 0 0 0 0 0 0 0 0 3299.424 2969.4816 0 0 3299.424 2969.4816 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

蛍光灯

合計

動物の死体

ばいじん

石膏ボード

混合廃棄物

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

建築部・土木部現場担当者→本社廃棄物管理担当者→部門長→代表取締役

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

必要以上の取り壊し作業を抑制し、産業廃棄物の抑制を図る

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後もこれまでと同様の抑制に関する取り組みを行う

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在実施していない

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在実施していない

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

コンクリート殻、アスファルト殻、木くず、廃プラスチック類等
発生現場毎で、種類ごとに分別する

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

今後もこれまでと同様の取り組みを行う



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在、再生処理業者と適正な委託契約を締結している

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も、再生処理業者と適正な委託契約を締結する。また、
優良認定処理業者への委託も検討する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在実施していない

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年4月1日～令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-225-4677

 事　業　場　の　名　称 清水建設株式会社　広島支店

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年6月17日

広島市中区上八丁堀8番2号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区上八丁堀8番2号

清水建設株式会社　広島支店

安全環境部長　平松　久之

令和7

別紙３のとおり

d044



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・工事毎に処理計画を立て排出量の管理を行い、減量化に
向けて取り組んでいる。
・４Ｒ運動（Refuse・Reduce・Reuse・Recycle）を各現場毎に取
り組んでおり、
分別回収を徹底している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・工場でのプレカットにより搬入量削減を計画する。
・使用資材の梱包材の減量化を推進する。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・実施なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・実施なし

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

・引き続き、４Ｒ運動を継続し、分別に努める。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・実施なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・実施なし

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

・４Ｒ運動を展開している。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・実施なし

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・実績のある産業廃棄物処理業者に収集運搬・処分を委託
している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・今後とも、優良な産業廃棄物処理業者を選定して委託処理
する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・実施なし



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

6,594.4 6,594.4 6,594.4

133.6 133.6 131.2

162.5 162.5 104.4

4.2 4.2 4.2

233.6 233.6 233.6

272.2 272.2 200.8

10,335.1 10,335.1 2,390.5

214.4 214.4 185.4

2.7 2.7 2.6

17,952.7 0 0 0 0 0 0 0 0 17,952.7 9,847.1 0 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

5138.5 5138.5 2910.4

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

目標項目

エラー：赤色表示

水銀使用製品産業廃棄物



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 清水建設株式会社　広島支店

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区上八丁堀8番2号

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日～令和9年3月31日

産業廃棄物処理計画書

令和8年6月17日

広島市中区上八丁堀8番2号

清水建設株式会社　広島支店

安全環境部長　平松　久之

082-225-4677

②事　業　の　規　模 令和7年度　完成工事高　271億円（広島県内）

③従　 業　 員 　数 351名（広島支店）　令和8年4月1日現在

総合工事業



別紙１

令和7 年度）　実績量
令和8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

6,594.4 200.1 6,594.4 200.1 6,594.4 200.1

0.0 1.0 0.0 1.0 1.0 0

133.6 116.7 133.6 116.7 131.2 115

162.5 124.7 162.5 124.7 104.4 140

4.2 0 4.2 0 4.2 0

233.6 91.8 233.6 91.8 233.6 91.8

272.2 179.2 272.2 179.2 200.8 179.2

10,335.1 2192.2 10,335.1 2192.2 2,390.5 480.0

214.4 163.7 214.4 163.7 185.4 138

2.7 0 2.7 0.0 2.6 0

17,952.7 3069.4 0 0 0 0 0 0 0 0 17,952.7 3,069.4 9,848.1 1344.1 0 0 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

合計

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

水銀使用製品産業廃棄物

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・工事毎に処理計画を立て排出量の管理を行い、減量化に
向けて取り組んでいる。
・４Ｒ運動（Refuse・Reduce・Reuse・Recycle）を各現場毎に取
り組んでおり、
分別回収を徹底している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・工場でのプレカットにより搬入量削減を計画する。
・使用資材の梱包材の減量化を推進する。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・実施なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・実施なし

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・実施なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・実施なし

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

・４Ｒ運動を展開している。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

・引き続き、４Ｒ運動を継続し、分別に努める。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・実績のある産業廃棄物処理業者に収集運搬・処分を委託
している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・今後とも、優良な産業廃棄物処理業者を選定して委託処理
する。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・実施なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・実施なし



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日～令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類 総合建設業

082-423-5233

 事　業　場　の　名　称
国際拠点港湾 広島港 臨港道路廿日市草津線
 広島はつかいち大橋 道路舗装工事（１４工区）

2025

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　　8年　6月　2日

東広島市西条土与丸1丁目5-55

 事 業 場 の 所 在 地 広島市佐伯区 五日市港二丁目～廿日市市木材港北

シンクコンストラクション株式会社

代表取締役　正路　隆弘

別紙３のとおり

d045



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 2025 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

7.48 7.48 0 7.48 0

0.7 0.7 0.7 0.7 0

0.5 0.5 0.5 0.5 0

88 88 0 0 0

3.12 3.12 3.12 3.12 0

99.8 0 0 0 0 0 0 0 0 99.8 4.32 11.8 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

2715 0 0 0 0 2715 285 2715 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

混合廃棄物

目標項目

エラー：赤色表示



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年　6月　8日

広島県呉市安浦町安登西6-5-11

 事 業 場 の 所 在 地 広島県呉市安浦町安登西6-5-11

株式会社シンコウ

代表取締役　村上　裕介

 事業の種類

0823-70-6606

 事　業　場　の　名　称 株式会社シンコウ

令和7

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和8年4月1日から令和9年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

d046



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

5.55 5.55

33.71 33.71

1343.1 1343.1

1382.36 0 0 0 0 0 0 0 0 1382.36 0 0 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

4140 4140 4140

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

目標項目

エラー：赤色表示

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

0823-70-6606

②事　業　の　規　模 完成工事高　￥3,100,000,000

③従　 業　 員 　数 50人

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画書

令和8年　6月　8日

広島県呉市安浦町安登西6-5-11

株式会社シンコウ

代表取締役　村上　裕介

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

発生・分別（工事現場）→収集・運搬（自社・運搬事業者）→処分
（処分業）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 株式会社シンコウ

 事 業 場 の 所 在 地 広島県呉市安浦町安登西6-5-11

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日から令和9年3月31日



別紙１

令和7 年度）　実績量
令和8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

5.55 10 5.55 10 5.55 10

33.71 50 33.71 50 33.71 50

1343.1 2000 1343.1 2000 1343.1 2000

1382.36 2060 0 0 0 0 0 0 0 0 1382.36 2060 0 0 1382.36 2060 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

合計

動物の死体

ばいじん

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

発生を抑制するため発注者との協議で事前に確認を行う

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

発生を抑制するため発注者との協議内容に基づき実施する

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

廃棄物統括責任者

代表取締役

土木部 建築部 解体部

現場

廃棄物担当者

現場

廃棄物担当者

現場

廃棄物担当者



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

各現場にて種類ごとに分別する

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

これまでと同様の取り組みを行う

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在実施していない

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在実施していない

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

再生処理業者と適正な契約を締結している

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

再生処理業者と適正な委託契約書を締結する

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現在実施していない

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する計画はない



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和　　　　7 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日～令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類 06　総合建設業

0829-32-4627

 事　業　場　の　名　称 株式会社　シンテツ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年6月30日

広島県廿日市市木材港5-20

 事 業 場 の 所 在 地 広島県廿日市市木材港5-20

株式会社　シンテツ

代表取締役　河野　哲也

別紙３のとおり

d047



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

0.66 0.66

3.38 3.38

180.1 180.1 180.1 180.1 180.1 126.1

3.2 3.2 3.2 3.2

2099.5 2099.5 2099.5 2099.5

23.6 23.6 23.6 23.6

2.1 2.1 2.1 2.1

224.2 224.2 224.2 224.2 157.4

10926.4 10926.4 10926.4 120 10806.4 10806.4 10806.4

13463.14 0 0 13459.1 0 13459.1 0 2248.4 0 11210.7 10986.5 11093.94 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

13498 13498 220

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

廃蛍光灯

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

石綿含有建材（廃プラ、がれき、ガラ陶）

目標項目

エラー：赤色表示

廃石綿



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

0829-32-4627

②事　業　の　規　模 24億円

③従　 業　 員 　数 124人

産業廃棄物処理計画書

令和8年6月30日

広島県廿日市市木材港北5-20

株式会社　シンテツ

代表取締役　河野　哲也

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

現場発生→現場での分別→自社中間処理及び委託業者処理→最終処分

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類 06　総合建設業

 事　業　場　の　名　称 株式会社　シンテツ

 事 業 場 の 所 在 地 広島県廿日市市木材港5-20

 計　　画　　期　　間 令和8年４月1日～令和9年3月31日



別紙１

7 年度）　実績量
8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

0.66 0.66 0.66

3.38 3.38 3.38

180.1 220 180.1 220 126.1 150

3.2 3 3.2 3

2099.5 1700 2099.5 1700

23.6 15 23.6 15

2.1 60 2.1 60

224.2 100 110.2 100 224.2 100 224.2 100

10926.4 9900 9699.9 9900 1226.5 0 9000

13463.14 11998 11938.5 11778 0 0 0 0 0 0 1634.84 320 0 0 354.34 9250 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

合計

動物の死体

ばいじん

廃蛍光灯

石綿含有建材（廃プラ、がれき、ガラ陶）

廃石綿

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（令和
現状：前年度（令和

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

社長⇒専務（産業廃棄物責任者）⇒マニュフェスト管理者

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

再利用の徹底

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

再利用の徹底



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

品目毎の分別

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

品目毎の分別

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

分別による適正処理の推進

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

分別による適正処理の推進

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

分別による再利用の促進

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

分別による再利用の促進



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

分別による適正処理の委託

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

分別による適正処理の委託

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

なし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

なし



様式第22号（第69条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

株式会社　新陽建設

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年4月22日

広島市安佐北区小河原町560番地

代表取締役　　鄭　　紀子

082-844-1899

 事　業　場　の　名　称 株式会社　新陽建設

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安佐北区小河原町560番地

年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第2項の規定により、 2025

 事業の種類 総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

2025.4.1～2026.3.31

項目 目標値 項目 目標値

排出量 全処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

※事務処理欄

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

条例別紙３のとおり

d048



条例別紙３
（条例-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 2025 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った

量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

0.07 0.07 0.07

330.37 330.37 330.37

330.44 0 0 0 0 0 0 0 0 330.44 0.07 330.37 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

801.5 801.5 1.5 800

合計

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

動物の死体

ばいじん

廃石綿等

動物のふん尿

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

廃アルカリ

産業廃棄物の種類

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長　殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日から令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082－243－7428

 事　業　場　の　名　称 株式会社　砂原組

令和7

（06）総合工事業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年6月15日

広島市中区平野町1番16号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区平野町1番16号

株式会社　砂原組

代表取締役　砂原　傑

別紙３のとおり

d049



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

4335.198 4335.198 4331.658 4335.198

187.675 187.675 1.145 182.985

44.49 44.49 0.24 44.49

148.167 148.167 40.595 145.815

0.246 0.246 0.246 0

221.823 221.823 91.76 221.823

6.8 6.8 0 0

33.63 33.63 1.47 33.63

1949.547 1949.547 192.906 1693.745

2.01 2.01 2.01 0

1 1 0 0

2.16 2.16 0 0

1 1 0 0

0.35 0.35 0 0

8.288 8.288 0 0

0.002 0.002 0.002 0.002

6942.386 0 0 0 0 0 0 0 0 6942.386 4662.032 6657.688 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

3594 800 2794 1472 2216

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

石膏ボード

がれき類（石綿含有）

蛍光灯

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

混載

石綿（非飛散性）

管理型建設混合廃棄物
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含
有）

目標項目

エラー：赤色表示

廃プラスチック類（石綿含有）



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長　殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

産業廃棄物発生→分別 →収集・運搬 →処分
（工事現場） 　　　　（運搬業者）　（処分業者）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 株式会社　砂原組

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区平野町1番16号

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日より　令和9年3月3１日まで

産業廃棄物処理計画書

令和8年6月15日

広島市中区平野町1番16号

株式会社　砂原組

代表取締役　砂原　傑

082－243－7428

②事　業　の　規　模 完工高　5,500,000,000円　　　前年度

③従　 業　 員 　数 93人

（０６）総合工事業



別紙１

令和7 年度）　実績量
令和8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

4335.198 2000 4335.198 2000 4331.658 2000 4335.198 2000

187.675 100 187.675 100 1.145 30 182.985 100

44.49 20 44.49 20 0.24 5 44.49 20

148.167 100 148.167 100 40.595 50 145.815 100

0.246 0 0.246 0 0.246 0 0 0

221.823 150 221.823 150 91.76 100 221.823 150

6.8 3 6.8 3 0 0 0 0

33.63 20 33.63 20 1.47 5 33.63 20

1949.547 1500 1949.547 1500 192.906 500 1693.745 1200

2.01 0 2.01 0 2.01 0 0 0

1 0 1 0 0 0 0 0

2.16 0 2.16 0 0 0 0 0

1 0 1 0 0 0 0 0

0.35 0 0.35 0 0 0 0 0

8.288 0 8.288 0 0 0 0 0

0.002 0 0.002 0 0.002 0 0.002 0

6942.386 3893 0 0 0 0 0 0 0 0 6942.386 3893 4662.032 2690 6657.688 3590 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

石膏ボード

がれき類

混載

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

がれき類（石綿含有）

蛍光灯

合計

石綿（非飛散性）

管理型建設混合廃棄物

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含
有）

廃プラスチック類（石綿含有）

廃棄物の種類



別紙2

1 業者名・所在地等

株式会社　砂原組

広島市中区平野町１番１６号

令和8年4月1日より　令和9年3月31日まで

2 事業に関する事項

（０６）総合工事業

完工高 円 （前年度）

93人

産業廃棄物　→　分別 → 収集・運搬 → 処分
運搬業者 処分業者

3 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物処理責任者 工事本部長

廃棄物担当者 各作業所長

5,500,000,000

事業場の名称

事業場の所在地

計画期間

事業の種類

事業の規模

従業員数

産業廃棄物の一連の処
理の工程

工事現場

産業廃棄物処理に関す
る管理組織図

代表取締役

エコセンター

工事本部長

各作業所長

建築部部長 土木部部長

各作業所長

土木工事課長建築工事課長 リフォーム課長

各作業所長



4 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

不必要な取り壊作業の抑制
必要以上の梱包材を行わないようにする。

上記の項目をこれまで以上に推進する。

5 産業廃棄物の分別に関する事項

コンクリート殻　アスファルト殻　廃プラスチック　木くず　紙くず　等
各工事現場にてボックス等に分別している。

今後も同様に行う。

6 自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

汚泥を高機能性地盤材料に再生する。
（ボンテラン工法による）

今後も上記の取組を推進する。

7 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

現在、実施していない。

今後も実施する予定はない。

8 自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投棄処分に関する事項

現在、実施していない。

今後も実施する予定はない。

9 産業廃棄物の処理の委託に関する事項

優良な収集運搬業者・処分業者と適正な委託契約を締結している。

今後も上記の方法で委託を行い、また、優良認定業者との
委託契約を行う。

現状

現状

計画

現状

計画

現状

計画

計画

現状

計画

現状

計画



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　　年　　月　　日

広島市西区横川新町6-8

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市西区横川新町6-8

住友不動産ハウジング㈱　新築そっくりさん事業本部

広島エリア　エリア統括　上南 隆史 

 事業の種類

050-3112-6636

 事　業　場　の　名　称 住友不動産ハウジング㈱　新築そっくりさん事業本部　広島エリア

2025

総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

2025年4月1日から2026年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

d050



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 2025 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

136.78 136.78 136.78

54.51 54.51 54.51

646.745 646.745 646.745

7.236 7.236 7.236

102.039 102.039 102.039

36.2 36.2

647.204 647.204

78.39 78.39 78.39

87.605 87.605

1796.709 0 0 0 0 0 0 0 0 1796.709 198.526 827.174 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

1650.200 0 0 0 0 1650.200 0 1497.700 0 0

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

石膏ボード

目標項目

エラー：赤色表示

石綿含有廃棄物

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

別紙参照

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 住友不動産ハウジング㈱　新築そっくりさん事業本部　広島エリア

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市西区横川新町6-8

 計　　画　　期　　間 2026年4月1日から2027年3月31日

産業廃棄物処理計画書

　　年　　月　　日

広島県広島市西区横川新町６－８

住友不動産ハウジング㈱ 新築そっくりさん事業本部

広島エリア　エリア統括　上南 隆史 

050-3112-6636

②事　業　の　規　模 完工売上高　1290百万円

③従　 業　 員 　数 56名

総合工事業



別紙１

2025 年度）　実績量
2026 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

136.78 134.000 136.78 134.000 136.78 134.000

54.51 53.400 54.51 53.400 54.51 53.400

646.745 633.800 646.745 633.800 646.745 633.800

7.236 7.100 7.236 7.100 7.236 7.100

.

102.039 100.000 102.039 100.000 102.039 100.000

36.2 35.500 36.2 35.500

647.204 634.300 647.204 634.300

78.39 76.800 78.39 76.800 78.39 76.800

87.605 85.900 87.605 85.900

1796.709 1760.800 0 0 0 0 0 0 0 0 1796.709 1760.8 198.526 194.5 827.174 810.6 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

合計

動物の死体

ばいじん

石膏ボード

石綿含有産業廃棄物

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

現場の解体方法の工夫、作業工程の見直しを行い、
産業廃棄物の分別を行いやすい工程を実施。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別を一層しっかり行い、処理委託業者とも
連携をとり、資源の再利用化に努める。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

特になし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

特になし

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

特になし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

特になし

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

再生使用できる部材を選別している。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

引き続き原材料として再生利用できるものを分別する。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・産廃情報ネット等の情報を参考に、委託基準を順守できる
産廃業者を選定しており、定期的に処理状況の
現地確認を行っている。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・電子マニフェストを導入しており、対応可能な処理業者で
あるとともに、できるだけ優良認定処理業者から選定する
こととしている。
・委託処理業者に対しては、引き続き定期的に処理状況の
現地確認を行う。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

特になし

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

特になし



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日～令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-224-1500

 事　業　場　の　名　称 住友林業株式会社 住宅事業本部 広島支店

令和７

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年6月22日

広島県広島市中区東白島町14番15
号　NTT CRED白島ビル11階

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市中区東白島町14番15号　NTTCRED白島ビル11階

住友林業株式会社　住宅事業本部

広島支店長　櫻井　哲典

別紙３のとおり

d051



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

49.142 49.142 49.142 49.142

50.797 50.797 50.797 50.797

194.355 194.355 194.355 194.355

2.825 2.825 2.825 2.825

33.850 33.850 31.380 33.850

57.800 57.800 57.800 7.400

15.420 15.420 15.420 15.420

65.940 65.940 14.640 65.940

87.945 87.945 87.945 49.665

311.718 311.718 311.718 311.718

24.600 24.600 24.600 24.600

71.940 71.940 71.940 13.245

6.737 6.737 0.000 0.000

973.069 0 0 0 0 0 0 0 0 973.069 912.562 818.957 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

1318.7538 1318.7538 1243.1394 12030.732

コンクリート破片

アスファルト・コンクリート破片

管理型混合廃棄物

石綿含有建材

産業廃棄物の種類

石膏ボード

がれき類

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

金属くず
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器く
ず
グラスウール

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

目標項目

エラー：赤色表示



様式第21号（第68条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

広島県広島市中区東白島町14番15号　NTTCRED白島ビル11階

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

②事　業　の　規　模 売上高（連結）2,267,577百万円(2025/12期)

③従　 業　 員 　数 住友林業㈱ 6,389名（2026/5）（広島支店51名）

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

・木くず→(破砕)燃料
・紙くず→(破砕)再生紙原料、RPF原料
・繊維くず→(破砕）燃料
・金属くず→鉄鋼原料
・廃プラスチック→(破砕)→燃料
・がれき類→(破砕)→安定型埋立、燃料
・コンクリート破片→再生砕石
・ガラス・陶磁器くず→(破砕)→安定型埋立
・石膏ボード→(破砕)→管理型埋立
　　　　　　　　　　　→再生品原料、燃料
・石綿含有建材→安定型埋立

産業廃棄物処理計画書

2026年6月22日

広島県広島市中区東白島町14番15
号　NTT CRED白島ビル11階

住友林業株式会社　住宅事業本部

082-224-1500

広島支店長　櫻井　哲典

年度の

産業廃棄物の減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 住友林業株式会社 住宅事業本部 広島支店

 事 業 場 の 所 在 地

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日～令和9年3月31日

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第1項の規定により、 令和8

D06 総合工事業



条例別紙１

　　　　現状：前年度（ 令和７ 年度）実績量
　　　　計画：今年度（　 令和８ 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

49.142 44.228 49.142 44.228 49.142 44.228 49.142 44.228

50.797 45.717 50.797 45.717 50.797 45.717 50.797 45.717

194.355 174.920 194.355 174.920 194.355 174.920 194.355 174.920

2.825 2.543 2.825 2.543 2.825 2.543 2.825 2.543

33.85 30.465 33.85 30.465 31.380 28.242 33.850 30.465

57.8 52.020 57.8 52.020 57.800 52.020 7.400 6.660

15.42 13.878 15.42 13.878 15.420 13.878 15.420 13.878

65.94 59.346 65.94 59.346 14.640 13.176 65.940 59.346

87.945 79.151 87.945 79.151 87.945 79.151 49.665 44.699

311.718 280.546 311.718 280.546 311.718 280.546 311.718 280.546

24.6 22.140 24.6 22.140 24.600 22.140 24.600 22.140

71.94 64.746 71.94 64.746 71.940 64.746 13.245 11.921

6.737 6.063 6.737 6.063 0.000 0.000 0.000 0.000

973.069 875.7621 0 0 0 0 0 0 0 0 973.069 875.762 912.562 821.306 818.957 737.061 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

石綿含有建材

アスファルト・コンクリート破片

再生利用業者への
処理委託量

自ら行う再生利用に関する事項

グラスウール

石膏ボード

がれき類

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器く
ず

自ら行う中間処理に関する事項

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

合計

管理型混合廃棄物

コンクリート破片

（条例-産業廃棄物処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

紙くず

木くず

繊維くず

産業廃棄物の種類

処理委託に関する事項自ら行う埋立処分等に関する事項

排出量
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

廃プラスチック類

排出抑制に関する事項

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

廃棄物の種類



条例別紙２（条例-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・現場搬入資材の梱包簡易化
・余剰材の削減
・プレカット化の推進
・現場搬入資材のリン木、パッキン材の再利用

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・リサイクル養生の活用
・現場搬入資材の梱包簡易化
・余剰材の削減
・プレカット化の推進
・現場搬入資材のリン木、パッキン材の再利用

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

産業廃棄物の種類及び分別に関する取組を今後も継続

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の種類及
び
　　　分別に関する取組）

産業廃棄物の種類及び分別に関する取組
・１１種類の品目を掲示し、分別の徹底を取り組み



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・優良認定業者への依頼実施
・再生化率の高い委託先へのシフト

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

現在実施している取組を継続

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長 様

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　　2026年　6月　6日

岡山市北区下石井2-2-5

 事 業 場 の 所 在 地 広島市西区草津新町1-21-35

セキスイハイム中四国株式会社

代表取締役　中林　克憲

 事業の種類

086-235-3323

 事　業　場　の　名　称 セキスイハイム中四国株式会社　広島支店

2025

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

2025年4月1日～2026年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

d052



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 2025 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

72.138 72.138 16.538 0

29.889 29.889 0.06 29.829

343.436 343.436 21.436 343.436

13.368 13.368 0.648 0

15.021 15.021 0 15.021

81.075 81.075 5.494 0

794.537 794.537 174.004 541.097

52 52 0 0

1401.464 0 0 0 0 0 0 0 0 1401.464 218.18 929.383 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

安定型建設混合廃棄物

目標項目

エラー：赤色表示

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

086-235-3323

②事　業　の　規　模 セキスイハイム中四国株式会社の資本金　300百万円

③従　 業　 員 　数 62名（広島支店）

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画書

　　2026年　6月　6日

岡山市北区下石井2-2-5

セキスイハイム中四国株式会社

代表取締役　中林　克憲

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 セキスイハイム中四国株式会社　広島支店

 事 業 場 の 所 在 地 広島市西区草津新町1-21-35

 計　　画　　期　　間 2025年4月1日～2026年3月31日

新築現場

再生・販売

解体現場

中間処理場

埋立処分



別紙１

2025 年度）　実績量
2026 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

72.138 65 72.138 65 16.538 15 0 0

29.889 27 29.889 27 0.06 1 29.829 27

343.436 310 343.436 310 21.436 20 343.436 310

13.368 13 13.368 13 0.648 1 0 0

15.021 14 15.021 14 0 0 15.021 14

81.075 73 81.075 73 5.494 5 0 0

794.537 716 794.537 716 174.004 157 541.097 487

52 47 52 47 0 0 0 0

1401.464 1265 0 0 0 0 0 0 0 0 1401.464 1265 218.18 199 929.383 838 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

合計

動物の死体

ばいじん

安定型建設混合廃棄物

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

総括責任者 ①関係法令の遵守確認
（支店長） ②廃棄物処理業者選定時の承認

③教育・訓練計画の承認
④廃棄物発生抑制の為、関係部署との調整

建設廃棄物処理総括管理者 ①廃棄物削減量の目標設定および周知
（技術責任者） ②職員、協力会社の教育、啓発

③産業廃棄物処理業者・再資源化施設の調査、選定
④監督官庁への各種報告
⑤建設工事現場実務の支援、指導
⑥処理実績の集計、記録の保存

建設廃棄物処理責任者 ①新築現場方針の策定
②建設廃棄物処理計画の策定
③ﾏﾆﾌｪｽﾄ伝票（紙・電子）発行指示・確認
④処理業者の監督
⑤処理状況の確認・巡視
⑥処理実績の記録、本社への報告
⑦協力会社・専門工事業者（下請）の監督、指導

建設廃棄物管理担当者 ①現場の産業廃棄物管理手順書の周知
（工事担当者） ②廃棄物一時保管場所の掲示板の設置

③産業廃棄物の分別確認
④産業廃棄物回収の連絡・搬出時の確認
⑤廃棄物量の削減と余剰材の回収・抑制対策実施
⑥作業者への分別教育・訓練の実施

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

・ 部材生産工場から出荷する部材量の適正化
・ 部材生産工場から出荷する梱包仕様の簡素化
・ 部材生産工場から出荷する梱包、養生材料の通い化
・ 余剰部材の部材生産工場への返却
・ 手直し工事の発生抑制
・ 部材生産工場以外に手配する部材量の適正化

・ 「これまでに実施した取組」のさらなる推進

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

・分別している産業廃棄物の種類
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず
金属くず、ｶﾞﾗｽ陶磁器くず、がれき類
水銀使用製品廃棄物、石綿含有産業廃棄物

・分別に関する取組
自社の分別基準に沿い分別し指定の袋に入れ
敷地内に設置した回収箱に投入する。

現状の継続

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

ありません。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

ありません。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

ありません。

ありません。

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

委託契約している処分場の巡視を実施

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

ありません。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

ありません。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

収集運搬業者・中間処分業者とそれぞれ契約を交わし、処
分ルートを明確にし、運用を（電子）マニフェストにて確認して
いる。



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日　～　令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-573-7755

 事　業　場　の　名　称 積水ハウス建設中国四国株式会社

令和7

06　総合工事業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年6月10日

広島県広島市安佐南区伴南1-4-31

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市安佐南区伴南1-4-31

積水ハウス建設中国四国株式会社

伊藤　活広

別紙３のとおり

d053



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

1.53 1.53

35.12 35.12 35.11 6.86

1.46 1.46 1.46 1.46

204.15 204.15 201.3 201.3

1.01 1.01 1.01 1.01

89.9 89.9 73.28 89.9

12.95 12.95 12.95 12.95

1151.67 1151.67 861.51 937.18

415.41 415.41 415.41 4.21

16 16

26.64 26.64

1955.84 0 0 0 0 0 0 0 0 1955.84 1602.03 1254.87 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

3988.512 0 0 0 0 3988.512 3284892 3111.03 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

石綿含有廃棄物

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

目標項目

エラー：赤色表示

水銀使用製品



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

082-573-7755

②事　業　の　規　模 8,970,155,331

③従　 業　 員 　数 528人

06　総合工事業

産業廃棄物処理計画書

令和8年6月10日

広島県広島市安佐南区伴南1-4-31

積水ハウス建設中国四国株式会社

伊藤　活広

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 積水ハウス建設中国四国株式会社

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市安佐南区伴南1-4-31

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日　～　令和9年3月31日



別紙１

令和７ 年度）　実績量
令和８ 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

1.53 1.377 1.53 1.377

35.12 31.608 35.12 31.608 35.11 31.599 6.86 6.174

1.46 1.314 1.46 1.314 1.46 1.314 1.46 1.314

204.15 183.735 204.15 183.735 201.3 181.17 201.3 181.17

1.01 0.909 1.01 0.909 1.01 0.909 1.01 0.909

89.9 80.91 89.9 80.91 73.28 65.952 89.9 80.91

12.95 11.655 12.95 11.655 12.95 11.655 12.95 11.655

1151.67 1036.503 1151.67 1036.503 861.51 775.359 937.18 843.462

415.41 373.869 415.41 373.869 415.41 373.869 4.21 3.789

16 14.4 16 14.4

26.64 23.976 26.64 23.976

1955.84 1760.256 0 0 0 0 0 0 0 0 1955.84 1760.256 1602.03 1441.827 1254.87 1129.383 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

石綿含有廃棄物

その他

合計

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

水銀使用製品

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・新築施工現場では２７分別を行いＩＣタグによる廃棄物量の
実測を行っている
・梱包材の簡素化
・解体工事では建設リサイクル法の特定建設資材以外もリ
サイクルに取り組んでいる

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

・梱包材の簡素化、余剰材の削減
・プレカット品の推進（石膏ボード等）
・工法の改善（複合化率のアップ）
・解体工事では建設リサイクル法の特定建設資材以外もリ
サイクルに取り組む

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

【 廃棄物管理体制図 】 

（副責任者を任命する場合）

作成2024年6月20日

建築担当者

建築担当者

建築長 課長

建築担当者 係長

建築担当者 主任

適正処理推進員（現場監督員） 担当者 役職

廃棄物処理総括責任者代理 技術次長

産業廃棄物管理責任者 管理長

産業廃棄物管理副責任者

1 名

事業所名 建築土木事業部

廃棄物処理総括責任者 支店長

特別管理産業廃棄物管理責任者



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

現状維持

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

・新築廃棄物は、現地にて27分別を実施し資源循環センター
に搬入
・資源循環センターでは、広域認定制度（第２７９号）に基づ
き運用
・資源循環センターでは、持ち込まれた廃棄物を最大80品目
に分別
・資源循環センターでは、マテリアルリサイクル率９０％を達
成

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

現状を維持して継続する

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

新築工事については、現場にて27分別を実施。解体工事で
は建設リサイクル法の特定建設資材以外もリサイクルに取り
組んでいる



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）



コンクリート → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

アスコン → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生ｱｽﾌｧﾙﾄ

がれき類その他 → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

がれき類その他 → 破砕 （処理業者に委託） → 安定型埋立

ガラス・陶磁器 → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

廃プラスチック類 → 破砕 （処理業者に委託） → 安定型埋立

金属くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

紙くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

木くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

繊維くず → 破砕 （処理業者に委託） → 管理型埋立

廃石膏ボード → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

→ →

→ →

産業廃棄物の一連の処理の工程 （別紙３）

新築工事、リフォーム工事、解体工事



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年　6月　3日

大阪府大阪市北区大淀中１丁目１番93号

 事 業 場 の 所 在 地 大阪府大阪市北区大淀中１丁目１番９３　電話06-6440-3535

積水ハウス株式会社

支店長　小松　健一

西日本特建支店

 事業の種類

06-6440-3535

 事　業　場　の　名　称 積水ハウス株式会社　西日本特建支店

令和7

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日～令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

0
優良認定処理業者へ

の
処理委託量

0

排出量 3735.2 全処理委託量 3735.2

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

0
認定熱回収業者への

処理委託量
0

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

0
再生利用業者への

処理委託量
1020.28

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量
0

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量
0

d054



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7年 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2198.9 0 0 0 0 0 0 0 0 2198.9 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

103.95 0 0 0 0 0 0 0 0 103.95 0 0 0 0

97.34 0 0 0 0 0 0 0 0 97.34 0 0 0 0

75.68 0 0 0 0 0 0 0 0 75.68 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1020.28 0 0 0 0 0 0 0 0 1020.28 0 1020.28 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

201.34 0 0 0 0 0 0 0 0 201.34 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

37.71 0 0 0 0 0 0 0 0 37.71 0 0 0 0

3735.2 0 0 0 0 0 0 0 0 3735.2 0 1020.28 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

合計

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

動物の死体

ばいじん

廃石膏ボード

動物のふん尿

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

廃アルカリ

産業廃棄物の種類

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画書

8年　6月　3日

大阪府大阪市北区大淀中１丁目１番93号

積水ハウス株式会社

西日本特建支店

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

別紙参照

支店長　小松　健一

06-6440-3535

①事　業　の　種　類 ０６　総合工事業

②事　業　の　規　模 208億円（年商）

③従　 業　 員 　数 150名

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

 事　業　場　の　名　称 積水ハウス株式会社　西日本特建支店

 事 業 場 の 所 在 地 大阪府大阪市北区大淀中１丁目１番９３　電話06-6440-3535

 計　　画　　期　　間



別紙１

令和７ 年度）　実績量
令和８ 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

2198.9 1979.01 0 0 0 0 0 0 0 0 2198.9 1979.01 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

103.95 93.56 0 0 0 0 0 0 0 0 103.95 93.56 0 0 0 0 0 0 0 0

97.34 87.61 0 0 0 0 0 0 0 0 97.34 87.61 0 0 0 0 0 0 0 0

75.68 68.11 0 0 0 0 0 0 0 0 75.68 68.11 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

1020.28 918.25 0 0 0 0 0 0 0 0 1020.28 918.25 0 0 1020.28 918.25 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

201.34 181.21 0 0 0 0 0 0 0 0 201.34 181.21 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0 0 0 0

37.71 33.94 0 0 0 0 0 0 0 0 37.71 33.94 0 0 0 0 0 0 0 0

3735.20 3361.68 0 0 0 0 0 0 0 0 3735.20 3361.68 0 0 1020.28 918.252 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

燃え殻

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

現状：前年度（
計画：今年度（

産業廃棄物の種類

排出抑制に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

自ら行う再生利用に関する事項

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

汚泥

鉱さい

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

廃油

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

廃石膏ボード

廃棄物の種類



（管理体制図）

（これまでに実施した取組）
・ 新築施工現場では２７分別を行いQRラベルによる廃棄物量の実測を行っている

・ 梱包材の簡素化

・ 解体工事では建設リサイクル法の特定建設資材以外もリサイクルに取り組んでいる

（今後実施する予定の取組）
・ 梱包材の簡素化、余剰材の削減

・ プレカット品の推進（石膏ボード等）

・ 工法の改善（複合化率のアップ）

・ 解体工事では建設リサイクル法の特定建設資材以外もリサイクルに取り組む

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
新築工事については、現場にて27分別を実施。解体工事では建設リサイクル法の特定建設

資材以外もリサイクルに取り組んでいる

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

現状維持

　【前年度（ 令和7 　年度）　実績】

（第２面）

産業廃棄物の処理に関わる管理体制に関する事項

別紙管理体制図の通り

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別表1のとおり

排 出 量 3735.20 ｔ ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

 ①現状

 ②計画

 ②計画

　【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別表2のとおり

排 出 量 3361.68 ｔ ｔ

 ①現状



（これまでに実施した取組）
・ 新築廃棄物は、現地にて27分別を実施し資源循環センターに搬入

・ 資源循環センターでは、広域認定制度（第２７９号）に基づき運用

・ 資源循環センターでは、持ち込まれた廃棄物を最大80品目に分別

・ 資源循環センターでは、マテリアルリサイクル率９０％を達成

（今後実施する予定の取組）
・ 現状を維持して継続する

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

ｔ

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

 ①現状

　【前年度（ 令和7 　年度）　実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別表1のとおり

ｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 ｔ ｔ

 ②計画

　【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別表2のとおり

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 ｔ

 ①現状

　【前年度（ 令和7 　年度）　実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 －

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 ｔ ｔ

自ら中間処理により減量し
た

産 業 廃 棄 物 の 量
0.00

ｔ

ｔ

 ②計画

　【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 －

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 ｔ ｔ

自ら中間処理により減量す
る

産 業 廃 棄 物 の 量
0.00 ｔ



（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

（これまでに実施した取組）
・ 当社規定のマニュアルに従い業者選定をし、契約を締結している

・ 契約を締結している中間最終処理業者の施設確認を半年に一回実施している

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

 ①現状

　【前年度（ 令和7 　年度）　実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 －

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 ｔ ｔ

 ②計画

　【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 －

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 ｔ ｔ

 ①現状

　【前年度（ 令和7 　年度）　実績】

産業廃棄物の種類 別表1のとおり

全 処 理 委 託 量 3735.20 ｔ ｔ

優良認定処理業者へ
の

処 理 委 託 量
0.00 ｔ ｔ

再生利用業者への
処 理 委 託 量 1020.28 ｔ ｔ

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量 0.00 ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0.00 ｔ ｔ



（今後実施する予定の取組）
・ 優良認定処理業者の採用を推進する

（第５面）

 ②計画

　【目標】

産業廃棄物の種類 別表2のとおり

全 処 理 委 託 量 3361.68 ｔ ｔ

優良認定処理業者へ
の

処 理 委 託 量
0.00 t

 ※事務処理欄

t t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0.00 t t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

0.00 t t

t

再生利用業者への
処 理 委 託 量 918.25



令和8年6月3日 作成

【 廃棄物管理体制図 】 

（副責任者を任命する場合）

建築担当者 各現場作業所長

特別管理産業廃棄物管理責任者 4 名

適正処理推進員（現場監督員） 建築責任者 建築課長

廃棄物処理総括責任者代理 副支店長

廃棄物処理責任者 建築課長

廃棄物処理副責任者 ―

事業所名 西日本特建支店

廃棄物処理総括責任者 支店長



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日～令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-871-8001

 事　業　場　の　名　称 積水ハウス株式会社　広島支店

令和7

総合工事業

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8　　年　6　月　28　日

広島県広島市安佐南区西原五丁目１６－６

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市安佐南区西原五丁目１６－６

積水ハウス株式会社広島支店

佐々木　真也

別紙３のとおり

d055



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

76.93 18.63 58.3 58.3 7

25.95 24.45 1.5 1.5 1.5

341.99 22.05 319.94 319.94 319.94

2.93 0.03 2.9 2.9 2.9

160.22 6.68 153.54 120.84 94.24

46.02 20.22 25.8 19.8 0

1534.62 2.3 1532.32 853.62 1263.55

64.36 36.16 28.2 28.2 28.2

16.45 16.45

12.09 1.29 10.8 10.8 0.34

2281.56 0 0 0 0 0 0 131.81 0 2149.75 1415.9 1717.67 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

1413.29 0 0 140.59 0 1271.11 962.83 1012.5

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

その他

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

廃石膏ボード

目標項目

エラー：赤色表示

石綿含有物



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

別表処理工程参照

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 積水ハウス株式会社　広島支店

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市安佐南区西原五丁目１６－６

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日～令和9年3月31日

産業廃棄物処理計画書

令和8年6月28日

広島県広島市安佐南区西原五丁目１６－６

積水ハウス株式会社　広島支店

　　支店長　　佐々木　真也

082-871-8001

②事　業　の　規　模 96億円

③従　 業　 員 　数 131名

D06 総合工事業



別紙１

令和7 年度）　実績量
令和8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

76.66 68.99 18.63 16.77 58.03 52.23 58.03 52.23 7 6.3

25.95 23.36 24.45 22.01 1.5 1.35 1.5 1.35 1.5 1.35

341.98 307.78 22.05 19.85 319.93 287.94 319.93 287.95 319.93 287.95

2.93 2.64 0.03 0.03 2.9 2.61 2.9 2.61 2.9 2.61

160.22 144.2 6.68 6.01 153.54 138.19 94.24 84.82 120.8 108.72

46.02 41.42 20.22 18.2 25.8 23.22 19.8 17.82 0 0

1534.62 1381.16 2.3 2.07 1532.32 1379.09 853.62 768.26 1263.55 1137.2

64.36 57.92 36.16 32.54 28.2 25.38 28.2 25.38 28.2 25.38

16.45 14.81 0 0 16.45 14.81 0 0 0 0

12.09 10.88 1.29 1.16 10.8 9.72 10.8 9.72 0.34 0.31

2281.28 2053.16 131.81 118.64 0 0 0 0 0 0 2149.47 1934.54 1389.02 1250.14 1744.22 1569.82 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

その他

合計

動物の死体

ばいじん

廃石膏ボード

石綿含有物

廃棄物の種類



（管理体制図）

（これまでに実施した取組）
・ 新築施工現場では２７分別を行いQRラベルによる廃棄物量の実測を行っている

・ 梱包材の簡素化

・ 解体工事では建設リサイクル法の特定建設資材以外もリサイクルに取り組んでいる

（今後実施する予定の取組）
・ 梱包材の簡素化、余剰材の削減

・ プレカット品の推進（石膏ボード等）

・ 工法の改善（複合化率のアップ）

・ 解体工事では建設リサイクル法の特定建設資材以外もリサイクルに取り組む

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
新築工事については、現場にて27分別を実施。解体工事では建設リサイクル法の特定建設

資材以外もリサイクルに取り組んでいる

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

現状維持

　【前年度（ 令和7 　年度）　実績】

（第２面）

産業廃棄物の処理に関わる管理体制に関する事項

別紙管理体制図の通り

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙1のとおり

排 出 量 2281.28 ｔ ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

 ①現状

 ②計画

 ②計画

　【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙1のとおり

排 出 量 2053.16 ｔ ｔ

 ①現状



（これまでに実施した取組）
・ 新築廃棄物は、現地にて27分別を実施し資源循環センターに搬入

・ 資源循環センターでは、広域認定制度（第２７９号）に基づき運用

・ 資源循環センターでは、持ち込まれた廃棄物を最大80品目に分別

・ 資源循環センターでは、マテリアルリサイクル率９０％を達成

（今後実施する予定の取組）
・ 現状を維持して継続する

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

ｔ

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

 ①現状

　【前年度（ 令和7 　年度）　実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙1のとおり

ｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

131.81 ｔ ｔ

 ②計画

　【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙1のとおり

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

118.64 ｔ

 ①現状

　【前年度（ 令和7 　年度）　実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 －

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 ｔ ｔ

自ら中間処理により減量し
た

産 業 廃 棄 物 の 量
0.00

ｔ

ｔ

 ②計画

　【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 －

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 ｔ ｔ

自ら中間処理により減量す
る

産 業 廃 棄 物 の 量
0.00 ｔ



（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

（これまでに実施した取組）
・ 当社規定のマニュアルに従い業者選定をし、契約を締結している

・ 契約を締結している中間最終処理業者の施設確認を半年に一回実施している

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

 ①現状

　【前年度（ 令和7 　年度）　実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 －

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 ｔ ｔ

 ②計画

　【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類 －

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0.00 ｔ ｔ

 ①現状

　【前年度（ 令和7 　年度）　実績】

産業廃棄物の種類 別紙1のとおり

全 処 理 委 託 量 2149.47 ｔ ｔ

優良認定処理業者へ
の

処 理 委 託 量
1389.02 ｔ ｔ

再生利用業者への
処 理 委 託 量 1744.22 ｔ ｔ

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量 0.00 ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0.00 ｔ ｔ



（今後実施する予定の取組）
・ 優良認定処理業者の採用を推進する

（第５面）

 ②計画

　【目標】

産業廃棄物の種類 別紙1のとおり

全 処 理 委 託 量 1934.54 ｔ ｔ

優良認定処理業者へ
の

処 理 委 託 量
1250.14 t

 ※事務処理欄

t t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0.00 t t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

0.00 t t

t

再生利用業者への
処 理 委 託 量 1569.82



　2026年　4月1日　作成

【廃棄物管理体制図 】 

（支店長）

（副支店長）

（建築長）

（管理長）

7 年

7 年

2 年

7 年

7 年

7 年

＊廃棄物処理実務については、事業所の現状業務に合わせて変更してください。

事業所名 広島支店

記入者 山本　勉

廃棄物処理総括責任者 佐々木　真也

石綿作業主任者 垣元　隆貴 第04402号

廃棄物処理総括責任者代理 稲留　実

廃棄物処理責任者 垣元　隆貴

廃棄物処理副責任者 山本　勉

特別管理産業廃棄物管理責任者 垣元　隆貴 第917025089号

山本　勉 第907055007号

藤原　達樹 第005422号

適正処理推進員（現場監督員等） 担当者 役職 工事地区名称

垣元　隆貴 建築長 広島県

榎本　武大 課長 広島市

安田　勝俊 課長 福山市

森川　和祥 課長 呉市

森　賢崇 課長 島根県

谷本　康眞 課長 岡山県

松井　英子 主任

廃棄物処理実務 担当者 所属 担当年数

契約書作成・管理 藤原　達樹 管理課　

マニフェスト伝票発行・管理 藤原　達樹 管理課　

ぐるっとメール管理 垣元　隆貴 建築課　

建設リサイクル法書類作成・管理 藤原　達樹 管理課　

処理業者

行政対応（多量排出事業者報告書作成等） 藤原　達樹 管理課　

ＣＡＮＶＡＳオペレーター 藤原　達樹 管理課　

注) 
工事地区名称は、事業所
が営業エリアとしている都
道府県及び政令市名称で



新築工事 コンクリート → 広域認定第279号による再資源化処理 → 再生原料

アスコン → 広域認定第279号による再資源化処理 → 再生原料

がれき類その他 → 広域認定第279号による再資源化処理 → 再生原料

ガラス・陶磁器 → 広域認定第279号による再資源化処理 → 再生原料

廃プラスチック類 → 広域認定第279号による再資源化処理 → 再生原料

金属くず → 広域認定第279号による再資源化処理 → 再生原料

紙くず → 広域認定第279号による再資源化処理 → 再生原料

木くず → 広域認定第279号による再資源化処理 → 再生原料

繊維くず → 広域認定第279号による再資源化処理 → 再生原料

廃石膏ボード → 広域認定第279号による再資源化処理 → 再生原料

→ →

→ →

解体工事 コンクリート → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

アスコン → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生ｱｽﾌｧﾙﾄ

がれき類その他 → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

がれき類その他 → 破砕 （処理業者に委託） → 安定型埋立

ガラス・陶磁器 → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

廃プラスチック類 → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

金属くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

紙くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

木くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

繊維くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

廃石膏ボード → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

石綿含有建材 → 破砕 （処理業者に委託） → 安定型埋立

→ →

産業廃棄物の一連の処理の工程 （別表処理工程）



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年　6月　15日

広島市安佐南区西原5丁目16-6ケイ・テイビル2階

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安佐南区西原5丁目16-6ケイ・テイビル2階

積水ハウス株式会社広島シャーメゾン支店

支店長　中村　勝

 事業の種類

082-871-1143

 事　業　場　の　名　称 積水ハウス株式会社広島シャーメゾン支店

令和7

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日～令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙３のとおり

d056



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

87.93 41.1 46.83 46.83 8.37

42.28 39.7 2.58 2.58 2.58

295.17 29.11 266.06 266.06 242.96

6.92 0.26 6.66 6.66 6.66

234.77 19.96 214.81 155.49 214.81

40.25 20.55 19.7 10.2 3.2

2461.95 7.89 2454.06 2350.46 2032.32

103.96 89.41 14.55 14.55 14.55

24.09 3.05 21.04 21.04 2.32

2.1 2.1

1.02 1.02

6 6 6

3306.44 251.03 0 0 0 0 0 0 0 3055.41 2879.87 2527.77 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

5095.22

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

水銀使用製品

廃石綿

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

廃石膏ボード

目標項目

エラー：赤色表示

建設混合廃棄物

（石綿）ガラス・陶磁器

（石綿）廃プラスチック類

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

082-871-1143

②事　業　の　規　模 115億45百万円

③従　 業　 員 　数 105人

D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画書

令和8年　6月　15日

広島県広島市安佐南区西原5丁目16-6　ケイ・テイビル2階

積水ハウス株式会社広島シャーメゾン支店

中村　勝

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　別紙処理工程による

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 積水ハウス株式会社広島シャーメゾン支店

 事 業 場 の 所 在 地 広島県広島市安佐南区西原5丁目16-6　ケイ・テイビル2階

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日～令和9年3月31日



別紙１

令和7 年度）　実績量
令和8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

87.93 79.14 41.1 36.99 46.83 42.15 46.83 42.15 8.37 7.53

42.28 38.05 39.7 35.73 2.58 2.32 2.58 2.32 2.58 2.32

295.17 265.65 29.11 26.20 266.06 239.45 266.06 239.45 242.96 218.66

6.92 6.23 0.26 0.23 6.66 5.99 6.66 5.99 6.66 5.99

234.77 211.29 19.96 17.96 214.81 193.33 155.49 139.94 214.81 193.33

40.25 36.23 20.55 18.50 19.7 17.73 10.2 9.18 3.2 2.88

2461.95 2215.76 7.89 7.10 2454.06 2208.65 2350.46 2115.41 2032.32 1829.09

103.96 93.56 89.41 80.47 14.55 13.10 14.55 13.10 14.55 13.10

24.09 21.68 3.05 2.75 21.04 18.94 2.32 2.09

2.1 1.89 2.1 1.89

1.02 0.92 1.02 0.92

6 5.40 6 5.40 6 5.40

3306.44 2970.396 251.03 225.927 0 0 0 0 0 0 3034.37 2725.533 2879.87 2586.483 2527.77 2274.993 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

水銀使用製品

（石綿）ガラス・陶磁器

（石綿）廃プラスチック類

合計

動物の死体

ばいじん

廃石膏ボード

建設混合廃棄物

廃石綿

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回

収
を行う業者への処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

別紙管理体制図の通り

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

新築施工現場では２７分別を行いQRラベルによる廃棄物量
の実測を行っている
梱包材の簡素化
解体工事では建設リサイクル法の特定建設資材以外もリサ
イクルに取り組んでいる

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

梱包材の簡素化、余剰材の削減
プレカット品の推進（石膏ボード等）
工法の改善（複合化率のアップ）
解体工事では建設リサイクル法の特定建設資材以外もリサ
イクルに取り組む

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

新築工事については、現場にて27分別を実施。解体工事で
は建設リサイクル法の特定建設資材以外もリサイクルに取り
組んでいる

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

現状維持

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



令和6年4月11日 作成

【 廃棄物管理体制図 】 

（副責任者を任命する場合）

建築担当者

建築担当者

建築担当者

建築担当者

建築担当者

建築担当者

建築担当者

建築担当者

建築担当者

建築担当者

建築長 建築長

建築担当者 副建築長

建築担当者

特別管理産業廃棄物管理責任者 2 名

適正処理推進員（現場監督員） 担当者 役職

廃棄物処理総括責任者代理 副支店長

廃棄物処理責任者 建築長

廃棄物処理副責任者 管理長

事業所名 積水ハウス㈱広島シャーメゾン支店

廃棄物処理総括責任者 支店長



解体工事 コンクリート → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

アスコン → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生ｱｽﾌｧﾙﾄ

がれき類その他 → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

がれき類その他 → 破砕 （処理業者に委託） → 安定型埋立

ガラス・陶磁器 → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

廃プラスチック類 → 破砕 （処理業者に委託） → 安定型埋立

金属くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

紙くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

木くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

繊維くず → 破砕 （処理業者に委託） → 管理型埋立

廃石膏ボード → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

がれき類その他 → 収集運搬業者にて → 安定型埋立

廃プラスチック類 → 収集運搬業者にて → 安定型埋立

繊維くず → 破砕 （処理業者に委託） → 再生原料

→ →

産業廃棄物の一連の処理の工程 （別紙）



新築工事 コンクリート → 積水ハウスの広域認定第１６号による再資源化処理 → 再生原料

アスコン → 積水ハウスの広域認定第１６号による再資源化処理 → 再生原料

がれき類その他 → 積水ハウスの広域認定第１６号による再資源化処理 → 再生原料

ガラス・陶磁器 → 積水ハウスの広域認定第１６号による再資源化処理 → 再生原料

廃プラスチック類 → 積水ハウスの広域認定第１６号による再資源化処理 → 再生原料

金属くず → 積水ハウスの広域認定第１６号による再資源化処理 → 再生原料

紙くず → 積水ハウスの広域認定第１６号による再資源化処理 → 再生原料

木くず → 積水ハウスの広域認定第１６号による再資源化処理 → 再生原料

繊維くず → 積水ハウスの広域認定第１６号による再資源化処理 → 再生原料

廃石膏ボード → 積水ハウスの広域認定第１６号による再資源化処理 → 再生原料

新築 コンクリート → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

アスコン → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生ｱｽﾌｧﾙﾄ

がれき類その他 → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

がれき類その他 → 破砕 （処理業者に委託） → 安定型埋立

ガラス・陶磁器 → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生砕石

廃プラスチック類 → 破砕 （処理業者に委託） → 安定型埋立

金属くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

紙くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

木くず → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

繊維くず → 破砕 （処理業者に委託） → 管理型埋立

廃石膏ボード → 破砕 （再生処理業者に委託） → 再生原料

がれき類その他 → 収集運搬業者にて → 安定型埋立

廃プラスチック類 → 収集運搬業者にて → 安定型埋立

繊維くず → 破砕 （処理業者に委託） → 再生原料

産業廃棄物の一連の処理の工程 （別紙）



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長 殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 令和7 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は

海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

項目 目標値 項目 目標値

  令和7年4月1日～令和8年3月31日

 事業の種類 D06 総合工事業

 事　業　場　の　名　称

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

 事 業 場 の 所 在 地

　　令和8年6月9日

広島市南区京橋町１番２３号

株式会社錢高組広島支店

理事支店長　岡田祐次

082-568-5265

  株式会社錢高組広島支店

  広島市南区京橋町１番２３号

別紙３のとおり別紙３のとおり

d057



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱
回収を行っ

た量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減
量した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理
した後の処
理委託量

⑩のうち優
良認定処理
業者への処
理委託量

⑩のうち再
生利用業者
への処理委

託量

⑩のうち熱
回収認定業
者への処理

委託量

⑩のうち熱
回収認定業
者以外の熱
回収を行う
業者への処
理委託量

1982.81 0 0 0 0 0 0 0 0 1982.81 1982.81 1982.81 0 0

53.38 0 0 0 0 0 0 0 0 53.38 22.93 53.38 0 0

7.2 0 0 0 0 0 0 0 0 7.2 7.2 7.2 0 0

57.86 0 0 0 0 0 0 0 0 57.86 38.06 57.86 0 0

3.69 0 0 0 0 0 0 0 0 3.69 0 3.69 0 0

503.5 0 0 0 0 0 0 0 0 503.5 65.86 503.5 0 0

13.26 0 0 0 0 0 0 0 0 13.26 0 13.26 0 0

2621.7 0 0 0 0 0 0 0 0 2621.7 2116.86 2621.7 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業
廃棄物の量

自ら中間処
理により減
量する産業
廃棄物の量

自ら再生利
用を行う産
業廃棄物の

量
（報告書項
目②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量
（報告書項
目③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行
う業者への
処理委託量

1493.1 0 0 0 0 1493.1 388.85 1290.76 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

目標項目

エラー：赤色表示



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長 殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

産業廃棄物処理計画書

②事　業　の　規　模

③従　 業　 員 　数

　令和8年6月9日

広島市南区京橋町１番２３号

株式会社錢高組広島支店

理事支店長　岡田祐次

082-568-5265

  株式会社錢高組広島支店

  広島市南区京橋町１番２３号

  令和8年4月1日～令和9年3月31日

  ２０２５年度建設工事請負完成工事高３，２０５百万円

  ２０２６年４月１日現在　４６名

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

別添１ 処理工程図のとおり

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類 D06 総合工事業

 事　業　場　の　名　称

 事 業 場 の 所 在 地

 計　　画　　期　　間



別紙１

令和7 年度）　実績量
令和8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

1982.81 1784.53 1982.81 1784.53 1982.81 1784.53 1982.81 1784.53 0 0 0 0

53.38 48.04 53.38 48.04 22.93 20.64 53.38 48.04 0 0 0 0

7.2 6.48 7.2 6.48 7.2 6.48 7.2 6.48 0 0 0 0

57.86 52.07 57.86 52.07 38.06 34.25 57.86 52.07 0 0 0 0

3.69 3.32 3.69 3.32 0 0 3.69 3.32 0 0 0 0

503.5 453.15 503.5 453.15 65.86 59.27 503.5 453.15 0 0 0 0

13.26 11.93 13.26 11.93 0 0 13.26 11.93 0 0 0 0

2621.7 2359.52 0 0 0 0 0 0 0 0 2621.7 2359.52 2116.86 1905.17 2621.7 2359.52 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

合計

動物の死体

ばいじん

建設混合廃棄物

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

別添２ 管理体制図のとおり

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

作業所ごとに建設副産物管理計画書を作成し、月次で達成
状況を管理し発生抑制に努めている。また、分別回収により
リサイクル率の向上と、産業廃棄物の最終処分場への搬出
抑制を行っている。

(目標)建設廃棄物の原単位の削減(施工高1億円当たりの廃
棄物量)
土木:6.4t/億円、建築:10.2t/億円、到達目標:9.4t/億円

･建設副産物の発生量を抑制する工法を採用し、計画書に反
映させ実施する。
･梱包材･残材料の減量化･再利用等発生抑制をする。
･廃棄物の減量化、リサイクル率の向上等の指導教育を実施
し、環境負荷低減に努める

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

実施していません。

今後も実施する予定はありません。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

全ての建設廃棄物を分別回収するよう指導している。なお、
分別収集する場所が確保出来ない作業所は、特定建設資材
と他品目1種目を最低分別品目に定め回収している。
請負金額４億円以上の工事については、ゼロエミッションに
取り組んでいる。

(目標)廃棄物のリサイクル率の向上　全体目標98.5%
･特定建設資材(コンクリート、アスファルト、木くず)100%再資
源化
･産業廃棄物と一般廃棄物の分別の徹底
･混合廃棄物量の削減

実施していません。

今後も実施する予定はありません。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

･排出時には中間処理場まで適時追跡調査を実施して、その
処理を確認する。
･紙マニフェストを使用する場合は、記載内容不備がないよう
発行し、B2票･D票･E票の完全回収を行う。

実施していません。

今後も実施する予定はありません。

(目標)廃棄物のリサイクル率の向上　全体目標98.5%
･特定建設資材(コンクリート、アスファルト、木くず)100%再資
源化
･産業廃棄物と一般廃棄物の分別の徹底
･混合廃棄物量の削減

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）



別添１ 処理工程図



別添２ 管理体制図



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日から令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類

082-554-1220

 事　業　場　の　名　称 株式会社 ZERO

令和7

D07 職別工事業（設備工事業を除く）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　　令和8 年5 月29 日

広島市西区大芝2丁目16-15-407

 事 業 場 の 所 在 地 広島市西区大芝２丁目16-15-407

株式会社 ZERO

代表取締役 折出　龍太

別紙３のとおり

d058



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

178.225 178.225 81.415 40.23

3.5 3.5 3.5

719.78 719.78

5.21 5.21 3.3

72.636 72.636 43.25 40.25

18115.514 18115.514 2241.48 4410.65

14.5 14.5 10.2

2.75 2.75

19112.115 0 0 0 0 0 0 0 0 19112.115 2379.645 4494.63 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

8477 8477 1364 3855

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

廃石膏ボード

目標項目

エラー：赤色表示

石綿含有産業廃棄物



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

産業廃棄物発生(工事現場）→収集運搬(収集運搬業者）→処分(処分業者）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 株式会社 ZERO

 事 業 場 の 所 在 地 広島市西区大芝２丁目16-15-408

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日から令和9年3月31日

産業廃棄物処理計画書

　　令和8 年5月 29 日

広島市西区大芝2丁目16-15-407

株式会社 ZERO

代表取締役 折出 龍太

082-554-1220

②事　業　の　規　模 元請完成工事高

③従　 業　 員 　数 ８名

D07 職別工事業（設備工事業を除く）



別紙１

7 年度）　実績量
8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

178.225 160 178.225 150 81.415 90 40.23 50

3.5 2 3.5 3 3.5 3

719.78 700 719.78 700

5.21 5 5.21 5 3.3 5

72.636 65 72.636 65 43.25 50 40.25 40

18115.514 8200 18115.514 8200 2241.48 4000

14.5 10 14.5 10 10.2 10

2.75 2 2.75 2

19112.115 9144 0 0 0 0 0 0 0 0 19112.115 9135 2379.645 4155 83.98 93 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

合計

動物の死体

ばいじん

廃石膏ボード

石綿含有産業廃棄物

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

別紙参照

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

出来る限り廃棄物の量を抑制する。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も今まで同様に取り組む。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施しておりません。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する予定はありません。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施しておりません。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施予定はありません。

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

現場で廃棄物を各種類ごとに分別を行っている。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

今後も今まで同様に取り組みを行う。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

処理業者と適正な委託契約を締結している。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も処理業者と適正な委託契約を締結していく。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

実施しておりません。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

今後も実施する予定はありません。





様式第22号（第69条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

※事務処理欄

自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う

産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

排出量 全処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

 事業の種類

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和7年4月1日～令和8年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

D06 総合工事業

代表取締役　山本 慎

0846-22-8555

 事　業　場　の　名　称 創建ホーム株式会社　広島支店

 事 業 場 の 所 在 地 広島市安佐南区西原9丁目6-10

年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第2項の規定により、 令和7

創建ホーム株式会社

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和8年　6月　24日

広島県竹原市中央四丁目7-3

条例別紙３のとおり

d059



条例別紙３
（条例-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和7 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った

量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

127.943 127.943 97.493 127.943

73.028 73.028 65.738 73.028

230.879 230.879 195.844 230.879

1.93 1.93 1.872 0.058

58.155 58.155 46.064 54.652

80.284 80.284 79.884 79.884

246.145 246.145 168.356 171.112

818.364 0 0 0 0 0 0 0 0 818.364 655.251 737.556 0 0

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

872 872 726 766.2

廃アルカリ

産業廃棄物の種類

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

動物のふん尿

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

合計

エラー：赤色表示

目標項目

前年度目標値（前年度計画書数値）

動物の死体

ばいじん



様式第21号（第68条関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

広島市内一円

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

②事　業　の　規　模 工事完成売上高　22億円（前年度実績）

③従　 業　 員 　数 33人

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

※別紙①参照

産業廃棄物処理計画書

令和8年　6月　24日

広島県竹原市中央四丁目7-3

創建ホーム株式会社

0846-22-8555

代表取締役　山本 慎

年度の

産業廃棄物の減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類

 事　業　場　の　名　称 創建ホーム株式会社　広島支店管轄の新築・解体工事現場

 事 業 場 の 所 在 地

 計　　画　　期　　間 令和8年4月1日～令和9年3月31日

広島県生活環境の保全等に関する条例第85条第1項の規定により、 令和8

D06 総合工事業



条例別紙１

　　　　現状：前年度（ 令和7 年度）実績量
　　　　計画：今年度（　 令和8 年度）計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

127.943 127 127.943 127 97.493 97 127.943 127

73.028 73 73.028 73 65.738 65 73.028 73

230.879 230 230.879 230 195.844 195 230.879 230

1.93 1.9 1.93 1.9 1.872 1.8 0.058 0.05

58.155 58 58.155 58 46.064 46 54.652 54

80.284 80 80.284 80 79.884 79 79.884 79

246.145 246 246.145 246 168.356 168 171.112 171

818.364 815.9 0 0 0 0 0 0 0 0 818.364 815.9 655.251 651.8 737.556 734.05 0 0 0 0

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

金属くず

動物系固形不要物

再生利用業者への
処理委託量

自ら行う再生利用に関する事項

紙くず

木くず

繊維くず

廃アルカリ

廃プラスチック類

自ら行う中間処理に関する事項

認定熱回収業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

合計

動物の死体

ばいじん

ゴムくず

動植物性残さ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

（条例-産業廃棄物処理計画書）

認定熱回収業者への
処理委託量

汚泥

廃油

廃酸

産業廃棄物の種類

処理委託に関する事項自ら行う埋立処分等に関する事項

排出量
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

燃え殻

排出抑制に関する事項

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

廃棄物の種類



条例別紙２（条例-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

※別紙②を参照

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

材料の使い方の工夫で残材を減少させる
予算管理により材料のロスを減少させる

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

施工業者へ材料の具体的な使い方を提示することで
抑制を推進する

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃棄物
の
　　　種類及び分別に関する取組）

現場の分別を明確にするＢＯＸを設置と分別の推進を
喚起して、現場廃棄物のリサイクル化と分別の徹底を
指導強化

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の種類及
び
　　　分別に関する取組）

現場へ分別を明確にするＢＯＸを設置して分別を推進



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

再生処理の可能な体制を整える産廃処理業者に委託する

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

再生処理の可能な体制を整える産廃処理業者への
委託を推進する優良業者の選定を推進

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）



※別紙①

→ → →

※別紙②

　    

各担当現場の処理責任者としての適性処理の実績を管理する。

再資源化・減量化の実施推進、現場作業業者の教育・育成　など

広島支店 東広島支店 竹原支店
三原・尾道
営業所

福山支店
創建リ
フォーム
東広島店

現場担当工務

仙台支店
創建リ
フォーム
竹原店

創建リ
フォーム
福山店

現場担当工務 現場担当工務

創建リ
フォーム
広島店

現場担当工務 現場担当工務 現場担当工務 現場担当工務 現場担当工務 現場担当工務 現場担当工務

建築本部（東広島市）

※各現場の建設処理再資源化や再利用の現場指
導、委託業者の選定・指示育成並び、適正処理
の総括にあたる

管理体制図の例

取締役（廃棄物担当役員）

※全支店・営業所の処理を総括

各
新
築
・
解
体
現
場

コンクリートがら
アスコンがら

破砕 再生粒度調整破石

紙くず 破砕・圧縮
再生

（製紙原料　段ﾎﾞｰﾙ　他）
発電燃料

コ
ン
テ
ナ
設
置
・
コ
ン
テ
ナ
内
に
廃
棄

委
託
業
者
に
よ
り
収
集
運
搬
・
分
別木くず 破砕

再生（ボード原料）
発電燃料

繊維くず 破砕 発電燃料

石膏ボード 破砕
再生（ｾﾒﾝﾄ原料・再生ﾎﾞｰﾄﾞ・
固形燃料・土壌改良剤原料）

発電燃料

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
【解体現場】

埋め立て

金属くず 選別・圧縮・破砕 再生製鉄原料　他

産業廃棄物の　一連の処理の工程

現場 廃棄物 委託業者 処分方法 再生品目

ガラス・陶器くず 破砕・焼成
土壌改良剤原料

埋め立て

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
【新築現場】

破砕・圧縮 玩具　他

破砕・圧縮・造粒 固形燃料

破砕・圧縮
焼却・焼成

セメント原料



様式第二号の九（第八条の四の六関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 年度の

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ
自ら埋立処分又は
海洋投棄処分を行う
産業廃棄物の量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量

自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

認定熱回収業者への
処理委託量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者へ
の

処理委託量

排出量 全処理委託量

産業廃棄物処理計画における
計画期間

令和７年４月１日～令和８年３月３１日

項目 目標値 項目 目標値

 事業の種類 D08　設備工事業

082-504-3310

 事　業　場　の　名　称 株式会社ソルコム

令和7

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2026年6月24日

広島市中区南千田東町２番３２号

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区南千田東町２番３２号

株式会社ソルコム

代表取締役社長　大橋　大樹

別紙３のとおり

d060



別紙３
（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画実施状況報告書）

（ 令和７ 年度実績） 単位：トン／年

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
排出量 自ら直接再

生利用した
量

自ら直接埋
立処分又は
海洋投入処

分した量

自ら中間処
理した量

④のうち熱回
収を行った量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減量

した量

自ら中間処
理した後，再
生利用した

量

自ら中間処
理した後，自
ら埋立処分
又は海洋投
入処分した

量

直接及び自
ら中間処理し
た後の処理

委託量

⑩のうち優良
認定処理業
者への処理

委託量

⑩のうち再生
利用業者へ
の処理委託

量

⑩のうち熱回
収認定業者
への処理委

託量

⑩のうち熱回
収認定業者
以外の熱回
収を行う業者
への処理委

託量

118.900 118.900 118.900

28.397 28.397 7.000 28.397

100.200 100.200 100.200

2.420 2.420 2.420

912.685 912.685 33.900 912.685

0.500 0.500 0.500

466.860 466.860 7.400 466.860

0.086 0.086 0.086

17.186 17.186 17.186

0.450 0.450 0.450 0.450

11.364 11.364 11.364 11.364

1659.048 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 1659.048 60.114 1659.048 0.000 0.000

　※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。　

①+⑥≠②+③+④+⑧+⑨+⑩ ④≠⑥+⑦ ④＜⑤ ⑩＜⑪

　 排出量 自ら熱回収
を行う産業廃

棄物の量

自ら中間処
理により減量
する産業廃
棄物の量

自ら再生利
用を行う産業
廃棄物の量
（報告書項目

②＋⑧）

自ら埋立処
分又は海洋
投入処分を
行う産業廃
棄物の量

（報告書項目
③＋⑨）

全処理委託
量

優良認定処
理業者への
処理委託量

再生利用業
者への処理

委託量

熱回収認定
業者への処
理委託量

熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う
業者への処
理委託量

1460.547 0 0 0 0 1460.547 79.482 1460.547 0 0

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

産業廃棄物の種類

木くず

繊維くず

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

廃石膏ボード

水銀使用製品産業廃棄物

前年度目標値（前年度計画書数値）

合計

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ばいじん

廃電池類

目標項目

エラー：赤色表示

混合廃棄物



様式第二号の八（第八条の四の五関係） (第1面)

広島市長

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

・電気通信設備構築物の新設・撤去現場からの排出
　廃プラスチック類　金属くず
　　自社内で選別→中間処理業者委託による細分分別・破砕→
　　再生処理業者委託による再資源化
　　　　チップ加工・熱源等（ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ･ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）

・電気通信設備工事、土木工事現場からの排出
　がれき類　コンクリートがら　アスファルトコンクリートがら
　　現場での発生土と分別し搬入→中間処理業者に委託して
　　分別・破砕→再生処理業者に処理委託し再資源化
　　　　再生砕石・路盤材・骨材
　　　　再資源不可物→処分委託（安定型処分場へ埋立て）

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

①事　業　の　種　類 D08　設備工事業

 事　業　場　の　名　称 株式会社ソルコム

 事 業 場 の 所 在 地 広島市中区南千田東町２番３２号

 計　　画　　期　　間 令和８年４月１日～令和９年３月３１日

産業廃棄物処理計画書

2026年6月24日

広島市中区南千田東町２番３２号

株式会社ソルコム

代表取締役社長　大橋　大樹

082-504-3310

②事　業　の　規　模 売上高　372.45億円（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）

③従　 業　 員 　数 　752人



別紙１

令和7 年度）　実績量
令和8 年度）　計画量

　 単位：トン／年 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

118.900 147.317 118.900 147.317 118.900 147.317

28.397 35.184 28.397 35.184 7.000 8.673 28.397 35.184

100.200 124.148 100.200 124.148 100.200 124.148

2.420 2.998 2.420 2.998 2.420 2.998

912.685 1130.817 912.685 1130.817 33.900 42.002 912.685 1130.817

0.500 0.620 0.500 0.620 0.500 0.620

466.860 578.440 466.860 578.440 7.400 9.169 466.860 578.440

0.086 0.107 0.086 0.107 0.086 0.107

17.186 21.293 17.186 21.293 17.186 21.293

0.450 0.558 0.450 0.558 0.450 0.558 0.450 0.558

11.364 14.080 11.364 14.080 11.364 14.080 11.364 14.080

1659.048 2055.560 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 1659.048 2055.560 60.114 74.481 1659.048 2055.560 0.000 0.000 0.000 0.000

　 ※上記に分類できない産業廃棄物がある場合に限り、空欄へその産業廃棄物の具体的な名称を記入してください。

（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

計画：今年度（
現状：前年度（

認定熱回収業者への
処理委託量

燃え殻

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を
行う産業廃棄物の量

全処理委託量

産業廃棄物の種類

自ら行う再生利用に関する事項 自ら行う中間処理に関する事項 自ら行う埋立処分等に関する事項 処理委託に関する事項

排出量
認定熱回収業者以外の熱回収

を行う業者への処理委託量
優良認定処理業者への

処理委託量

排出抑制に関する事項

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

再生利用業者への
処理委託量

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず

廃石膏ボード

水銀使用製品産業廃棄物

合計

動物の死体

ばいじん

廃電池類

混合廃棄物

廃棄物の種類



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等）

２　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　

別紙3　管理体制図参照

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　・産業廃棄物の分別の徹底
　・再資源化施設の利用
　・有価物の適正な処理
　・「ＩＳＯ１４００１」マネージメントシステムの徹底

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　・現状を継続し抑制に努める。

【参考様式】
記載項目を満たしていれば、任意の様式
で作成したものでも提出可能です。



３　産業廃棄物の分別に関する事項

４　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

５　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　・自らは実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　・自ら実施する計画はない。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　・自らは実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　・自ら実施する計画はない。

　　①現状
　　（分別している産業廃棄物の
　　　種類及び分別に関する取組）

　・廃プラスチック類、金属くず、木くず等、小物は
　　鉄製籠にて分別。
　・がれき類、アスファルトコンクリートがら等と
　　発生土の分別。

　　②計画
　　（今後、分別する予定の産業廃
　　　棄物の種類及び分別に関する取
組）

　・現状を維持し種類別の分別に取組む。



６　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

７　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　・許可内容を確認し産業廃棄物委託業者の選定
　　及び書面による契約を締結する。
　・可能な限り優良認定処理業者から選定し、書面による
　　契約を締結する。
　・現地立入確認をおこない、適正状況を把握する。
　・「ＩＳＯ１４００１」マネージメントシステムの徹底。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　・現状を継続し適正な処理に努める。

　　①現状
　　（これまでに実施した取組）

　・自らは実施していない。

　　②計画
　　（今後実施する予定の取組）

　・自ら実施する計画はない。



別紙　管理体制図

　本社（広島市）

　E&S事業部（広島市）

本社総括管理責任者

代表取締役社長

本社管理責任者

土木事業部 ソリューション営業本部

総括管理責任者 総括管理責任者

土木事業部長 ソリューション戦略部長

管理責任者 E&S事業本部

エネルギー事業部責任者

土木事業部 グループ長 管理責任者

E&S戦略部長

E&S事業部　総括管理責任者

E&S事業部長

E&S事業部　管理責任者

E&S事業部　副事業部長

指導管理責任者

事業推進グループ担当課長

E&S事業部責任者

E&S事業部長

エネルギー事業部長

ネットワーク事業部責任者

ネットワーク事業部長

広島北オフィス責任者

事業推進グループ担当課長


